
12月４日～ 10日は人権週間です	 　Ｐ2～3
全国学力・学習状況調査結果をお知らせします　	 　Ｐ4   
年末年始の「ごみ取り」「し尿くみ取り」について　	 　Ｐ8   

【今月の主な内容】

木のおもちゃって
楽しいよ！
（関連記事13ページ）
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

   

か
け
ず
り
回
っ
て
仕
事
探
し
を

　
請
負
の
仕
事
は
、
安
価
な
仕
事
が
多
く

作
業
の
量
も
少
な
く
、
当
初
は
工
賃
が
３
～

５
千
円
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
日
々
が
続

き
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
作
業
所

に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で

き
て
、
自
己
管
理
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
な
ん
と
か
お
金

に
な
る
作
業
は
な
い
か
と
仕
事
探
し
に
か
け

ず
り
回
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
こ
の
事
業
に
理
解
を
持
つ
人

が
少
し
ず
つ
増
え
、
現
在
で
は
、
県
の
水
準

以
上
の
工
賃
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
ひ
た
む
き
な
姿
に
ふ
れ
て
　
　

　
こ
こ
で
働
く
皆
さ
ん
は
、
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
ま
す
。

性
格
も
穏
や
か
な
人
も
い
れ
ば
、
せ
っ
か
ち

な
人
も
い
ま
す
。
で
も
今
ま
で
接
し
て
き
て

断
言
で
き
る
こ
と
で
す
が
、
決
し
て
う
そ
を

つ
か
ず
、
人
を
疑
う
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

仕
事
に
対
し
て
も
ひ
た
む
き
で
す
。
そ
ん
な

姿
に
、
私
自
身
が
頑
張
ら
ね
ば
と
突
き
動
か

さ
れ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　
私
の
原
点
は

　
今
生
き
て
い
れ
ば
72
歳
に
な
る
兄
が
、
八

女
高
校
を
卒
業
し
て
東
京
に
就
職
し
ま
し

た
。
１
年
ほ
ど
過
ぎ
て
帰
っ
て
き
た
兄
は
、

統
合
失
調
症
（
当
時
は
精
神
分
裂
病
）
と

い
う
病
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
母
亡
き
後
、

家
族
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
作
業
所
は
家
族
会
が
運
営
母
体
で

し
た
の
で
、
平
成
13
年
１
月
か
ら
所
長
兼
職

員
と
し
て
作
業
所
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
入
り
口
を
広
く
、
そ
し
て
交
流
を
図
れ

る
場
に

　
と
か
く
し
ょ
う
が
い
者
の
作
業
所
は
、
地

域
と
は
遮
断
さ
れ
、
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
に
な

り
が
ち
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
し
ょ
う
が
い

者
に
対
す
る
誤
っ
た
見
方
を
生
み
だ
す
一
因

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

作
業
所
は
、
入
り
口
を
広
く
し
て
、
だ
れ
で

も
い
つ
で
も
入
っ
て
来
ら
れ
る
場
所
に
し
て

お
き
た
い
。
そ
し
て
、
働
い
て
い
る
人
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
。

　
こ
こ
で
は
、
看
板
を
出
し
て
い
る
よ
う
に
、

入
り
口
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も
売
っ
て
い
ま

す
。
よ
く
近
く
の
中
学
・
高
校
生
が
買
い
に

来
て
く
れ
ま
す
。

「
た
か
が
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
さ
れ
ど

―
」

　八女作業所とは……
昭和59 年に初代会長の松尾定一さ
んや地元の有志の方 に々より開所しま
した。当時は精神障害者の働く場所、
日中活動の場がなかったので家族も
当事者もただ一つの活動の場になりま
した。現在では、八女市を中心に遠
くは佐賀県から毎日20 人以上の利用
者があります。タオル折りの作業や木
札、のぼり旗などの製品づくりのほか、
体育館や図書館などの清掃、除草な
どの仕事も受けています。

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
先
立
つ
３
日
か
ら
９
日
は
、

障
害
者
週
間
（
障
害
者
基
本
法
）
で
す
。「
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
不

自
由
な
こ
と
は
あ
っ
て
も
決
し
て
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
は
な
い
」（
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
）。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
地
域
の
中
で
、
し
ょ
う

が
い
の
あ
る
人
も
し
ょ
う
が
い
の
な
い
人
も
、
と
も
に
働
き
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
当

た
り
前
の
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い
者
の
就
労
支
援
事
業

所
の
一つ
で
あ
る
「
八
女
作
業
所
」（
八
女
市
本
町
）
を
訪
問
し
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◎松山祐哉さん
ふだんはパソコンを使って名刺や
シール作りをしています。ここには
広川町から自転車で通っています。
仕事は大変ですが、いろいろな仕
事ができるし友達もできました。

◎松崎晴穂さん
タオル折りや袋詰めされたものを
10枚ずつ束ねています。束ねや
すいように専用の機械を使って空
気を抜き、帯を巻いています。

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

買
い
に
来
ま
せ
ん
か

……利用者の声……

共にいき、共に支えあう地域を目指して

山
口
由
紀
子
さ
ん
（
所
長
）
の
話

入
口
を
広
く
し

て
、だ
れ
で
も
、い

つ
で
も
入
っ
て
来

ら
れ
る
場
所
に
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　「人権を大切にする心を遠くの人に届
けよう」と10 月 28 日㈭、岡山小学校
3 年生 63 人はひまわりの種を風船につ
けて大空に飛ばしました。これは「人権
の花運動」といって、法務局と人権擁
護委員連合会が花の栽培を通して子ど
もたちに命の大切さを学んでもらおうと
取り組んでいるものです。市長から感
謝状を受け取ったあと、4 人の児童が
代表して「小さな太陽みたいで明るく
元気になった」「優しさや思いやりを学
んだ」などとひまわりの花を育てた感想
を発表しました。
　その後運動場に出て、ひまわりの種
と手紙をつけた風船をみんなで一斉に
飛ばしました。風船が舞い上がると児
童たちから歓声が上がり、空を見上げ
て風船を見送っていました。

大空に舞い上がれ人権の花

八女市人権擁護委員として、次のか
たが法務大臣から委嘱されました。

《再任》川口　悳さん（上陽町）
《新任》大石尚美さん（立花町）
　人権擁護委員は、人権問題につ
いて皆さんからの相談を受けるなど、
積極的な活動を行っています。お気
軽にご相談ください。
◦問い合わせ＝福岡法務局八女支局
　　　　　（☎ 23・2603）

♥日時＝平成23年3月25日（金）9時30分～
♥場所＝立花町担い手センター
♥問い合わせ＝大会事務局・八女市社会福祉協議会
　　　　　　（☎２３・０２９４）
※身体障害者手帳をお持ちの人、またはご家族皆様
の参加をおまちしています。

12月3日～9日
障害者週間

共にいき、共に支えあう地域を目指して

12月4日～10日

人権週間

◦
日
時
＝
12
月
16
日
㈭
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

◦
講
師
＝
藤
井
輝
明
さ
ん

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉昭

和
32
年
東
京

都
生
ま
れ
。
２

歳
の
頃
か
ら
右

頬
に
海
線
状
血

管
腫
が
現
れ
、

幼
少
期
か
ら
い
じ
め
に
あ
う
。
平
成

８
年
国
立
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
現
在
、
顔

に
病
気
や
傷
な
ど
を
抱
え
る
人
た
ち

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
、

講
演
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
施
策
と
健
康

～
自
分
ら
し
く
生
き
る
～

ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ

や
め
２
０
１
０

12/16
木

▼10：00 ～10：15
オープニング「八女福島の燈籠
人形子ども教室」
▼10：15 ～10：30
八女しあわせ交流館教養講座

「大正琴教室」
▼10：50 ～11：00
校区人権のまちづくり推進協議
会実践報告（岡山校区人権協）
▼11：00 ～11：15
合唱団「みんなで歌おう」八幡小学校
▼11：15 ～11：30
八女しあわせ交流館教養講座

「民舞教室」
▼11：30 ～11：45
上陽アンビシャス広場「上陽わんぱくキッズ」
▼11：45 ～12：25
人権の主張（小学生の部）
▼13：00 ～13：20
和太鼓「童衆」（上陽）
▼13：20 ～13：50
人権の主張（中学生の部）

▼14：00 ～16：00
記念講演「被差別民文化の復
権を」～猿回し復活考～
講師＝太田恭治さん（ＬＬＰあと
りえ西濱」代表）
筑豊大介さん

（本仕込み猿回
し芸）とじゅん
平・いっ平　

《屋外行事》
しょうがいしゃ疑似体験
　車いす、電動車いすサッカー
に挑戦してみませんか。
八女検定
　地域を知って、人権を学ぼう。
サイドカー乗車展示
　ハーレーのサイドカーに乗ろう
人権のたねエコ風船とばし
　受付12 時～実施 12：45
風船パフォーマンス
　〈1部〉11：00～　〈2部〉13：30 ～

スマイルフェスタやめ２０１０12/5
日

講演

人権擁護委員の委嘱について

ここが大好き みんな大好き

人権のまちづくり会場＝農業活性化センター（上陽）

第１回八女市身体障害者福祉大会～合併記念大会～

障害者年シンボルマーク



小
学
生
、
中
学
生
い
ず
れ
も
知
識
（
Ａ
）
に
比
べ
て

活
用
（
Ｂ
）
が
劣
る
。

〈
小
学
校
〉

▼
国
語
＝
文
学
的
な
文
章
に
登
場
す
る
人
物
を
相

互
に
関
係
付
け
て
読
み
取
り
、
書
く
。

▼
算
数
＝
数
量
を
等
分
し
た
と
き
の
１
つ
を
分
数
で

表
す
こ
と
が
で
き
る
。

〈
中
学
校
〉

▼
国
語
＝
語
句
の
意
味
を
理
解
し
、
文
脈
の
中
で
適

切
に
使
う
。
適
切
な
語
句
を
選
択
す
る
。

▼
数
学
＝
比
例
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
Ｘ
の
変
域
に
対
応

す
る
Ｙ
の
変
域
を
求
め
る
。
確
率
の
意
味
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る
。

よ
い
と
こ
ろ
（
小
・
中
学
校
共
通
）

▼
近
所
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ           

▼
地
域
の
行
事
参
加             

▼
図
書
館
を
よ
く
利
用

▼
い
じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
（
小
・
中
学
校
共
通
）

▼
自
分
に
良
い
と
こ
ろ
は
な
い

▼
将
来
の
夢
や
目
標
が
な
い

▼
前
日
や
朝
、
学
校
に
行
く
準
備
が
で
き
て
い
な
い

▼
家
庭
学
習
時
間
が
少
な
い

学
校
で
の
取
組

▼「
め
あ
て
」と「
ま
と
め
」の
明
確
な
授
業
を
進
め
る
。

▼
授
業
の
中
に
言
語
活
動
（
書
く
、
説
明
す
る
等
）

を
増
や
し
、
活
用
力
の
向
上
を
図
る
。

▼
一
人
一
人
の
習
熟
度
に
応
じ
た
授
業
を
行
う
。

▼
子
ど
も
同
士
が
学
び
合
う
授
業
を
進
め
る
。

▼
繰
り
返
し
指
導
を
行
い
、
基
礎
基
本
の
定
着
を

図
る
。

▼
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
学
力
・
生
活

面
の
改
善
と
向
上
を
図
る
。

教
育
委
員
会
の
取
組

▼
少
人
数
指
導
教
員
の
効
果
的
配
置
と
活
用
を
図
る
。

▼
小
中
連
携
に
よ
る
授
業
改
善
の
た
め
の
指
導
・

支
援
を
推
進
す
る
。

▼
小
学
校
外
国
語
活
動
の
充
実
の
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

配
置
を
推
進
す
る
。

▼
市
、
学
校
の
教
育
課
題
解
決
お
よ
び
教
師
の
指

導
力
向
上
の
た
め
教
育
研
究
所
の
充
実
を
図
る
。

▼
学
校
や
教
師
の
指
導
力
向
上
の
た
め
に
、
指
導
・

支
援
に
あ
た
る
。

改
善
す
べ
き
課
題

全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

八
女
市
に
お
け
る
平
成
22
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
改
善
や
指

導
方
法
に
役
立
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
結
果
を
参
考
に
、

教
育
委
員
会
、
学
校
、
家
庭
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
や
生
活
状
況
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
課
指
導
係
（
☎
２
３・１
９
５
４
）

生
活
・
学
習
状
況

今
後
の
対
策

家庭へのお願い 小・中学生の皆さんへ

教育の出発点は家庭です。家庭における子どもの生活・
学習習慣を身につけさせれば、学力は確実に高くなります。
▷早寝、早起き、朝ご飯を実行させましょう。
▷家庭の中で手伝い等の役割を明確にしましょう。
▷学年に応じた家庭学習の習慣を定着させましょう。

▷ 1 時間 1 時間の授業に集中しよう。
▷学習内容は必ずノートに書き写そう。
▷授業はしっかり聴き、分からなかった点は先生や友達に質問しよう。
▷家庭学習は計画的に行い、学習する習慣を身につけよう。
▷宿題は必ずしよう。
▷テストのやり直しを必ずしよう。
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教育の
ページ

① 朝食は毎日食べていますか。（正答率）

回　答 国　語 算数・数学
A知識 B活用 A知識 B活用

小
学
校

食べている 85.9％ 77.7％ 76.4％ 51.6％
食べていない 62.2％ 50.0％ 43.9％ 33.3％

中
学
校

食べている 74.5％ 66.9％ 62.8％ 33.3％
食べていない 64.3％ 49.0％ 53.1％ 30.7％

② 自分によいところがあると思いますか。（正答率）

回　答 国　語 算数・数学
A知識 B活用 A知識 B活用

小
学
校

ある 87.1％ 79.2％ 78.1％ 53.0％
ない 77.5％ 64.9％ 68.3％ 43.2％

中
学
校

ある 73.5％ 68.4％ 63.9％ 44.5％
ない 68.8％ 56.5％ 53.4％ 34.8％

③ 将来の夢や目標を持っていますか。（正答率）

回　答 国　語 算数・数学
A知識 B活用 A知識 B活用

小
学
校

持っている 84.6％ 75.8％ 73.7％ 49.4％
持っていない 84.3％ 79.7％ 75.4％ 49.5％

中
学
校

持っている 71.6％ 64.3％ 59.4％ 38.2％
持っていない 75.0％ 63.4％ 60.9％ 43.5％

◉実施対象学年　小学６年生と中学３年生
◉調査内容　◦教科（国語、算数・数学）
※問題Ａ（主として知識）問題Ｂ（主として活用）
◦児童生徒の生活、学習状況　◦学校の指導状況
◉調査結果の概要

〈小学校〉
▷国語Bで国と県の中間に位置するが、他は全て国、県を上回る。

〈中学校〉
▷全教科で国、県を下回る。また学校間に格差が見られる。

　八女市の学力調査結果

学力調査結果と
学習・生活状況の関連

「食べてい
る」か「食べて

いない」かで差
がみられる

「持ってい
る」か「いない」
かで差がみら

れない

「ある」か「な
い」かで差がみ

られる
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木
小
学
校
は
旧
立
花
町
の
南
西
部

に
位
置
し
、
果
樹
・
竹
林
の
里
山

を
有
す
る
学
校
で
す
。
創
立
１
３
０
年
を

迎
え
ま
す
が
、
本
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度
は
白
木
小

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
と
閉
校
事
業
を

行
う
と
共
に
筑
南
小
開
校
へ
の
準
備
と
し

て
、
感
動
と
記
憶
に
残
る
１
年
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

★
こ
ん
な
子
ど
も
を
目
指
し
て
い
ま
す

　「
は
き
は
き
、
に
こ
に
こ
白
木
の
子
」
を

合
言
葉
に
、「
自
分
の
考
え
を
表
現
し
交

流
す
る
子
」「
そ
の
場
に
応
じ
た
あ
い
さ
つ

や
言
葉
づ
か
い
が
で
き
る
子
」
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

★
交
流
と
感
動
の
共
有

　
こ
れ
は
、
学
習
中
に
相
互
の
考
え
を
交

流
す
る
場
面
「
自
力
で
解
決
、
自
分
で
納

得
」「
ペ
ア
で
の
伝
え
合
い
」「
全
体
で
の

練
り
上
げ
」
と
い
っ
た
活
動
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
基
礎
的
な
学
力
の
定
着
を
図
る

と
共
に
表
現
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
基
盤
と

し
て
自
他
の
違
い
を
認
め
合
う
肯
定
的
な

人
間
関
係
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、一
昨
年
度
よ
り「
ふ

く
お
か
学
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
学
力
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

★
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す
！

　
校
内
に
は
「
ス
ク
ス
ク
山
」
と
い
う
里
山

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
タ
ケ
ノ
コ
・

シ
イ
タ
ケ
・
キ
ウ
イ
・
ビ
ワ
・
ク
リ
・
じ
ゃ

が
い
も
な
ど
季
節
の
恵
を
収
穫
し
て
い
ま

す
。
特
に
タ
ケ
ノ
コ
は
Ｊ
Ａへ
出
荷
し
た
り
、

塩
漬
け
に
し
て
給
食
の
食
材
と
し
て
活
用

し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
自
産
・

自
消
」
で
す
。
こ
う
し
た
農
業
体
験
活
動

は
収
穫
の
喜
び
や
協
力
の
大
切
さ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
急
斜
面
で
の
労
働
や
蚊
の
大

群
と
の
対
決
な
ど
収
穫
ま
で
の
苦
労
を
も

実
感
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
里
山
の
豊
か
な
環
境
は
、
多
様

な
生
物
と
の
か
か
わ
り
を
生
ん
だ
り
山
遊

び
を
創
造
さ
せ
た
り
も
し
ま
す
。
こ
う
し

た
多
く
の
自
然
体
験
や
社
会
体
験
を
共
有

し
、
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
い
体
が
は
ぐ
く

ま
れ
て
い
ま
す
。

白
木
小
学
校

学
校
訪
問
⑥ 

八
女
市
立
花
町
白
木
１
５
５
６
番
地（
☎
３
５・０
０
１
４
）

◦校長・谷口千奈美◦職員数17 人◦学級数７◦児童数 69 人 ★閉校記念誌を２千円で受け付けて
います。ご希望の人は白木小学校に
12月20日㈪までにご連絡ください！

白

みんなでタケノコ掘り

クリひろいをしたよ

キウイを収穫

　立花小学校で 10 月 24 日㈰保護者や地
域住民を招いて「ふれあいフェスティバル」
が開かれ、子どもたちのために毎朝ボラン
ティアで登校の見守りをし続けている田中
稔さん、田中勝利さん、切明富雄さんにＰＴ
Ａ会長から感謝状が贈られました。3 人は

「光友子ども見守り隊」時代から毎日欠かさ
ず通学路に立って子どもたちを見守り続け
ています。晴れの日も雨の日も１日も欠かさ
ず子どもたちを見守っていただいていること
に、保護者・児童みんなでお礼を言いました。
3 人を代表して田中稔さんが「親の分まで
これからも見守り続けていきたい」とあいさ
つ。これからもどうぞよろしくお願いします。

子ども見守り隊へ感謝状
立花小
だより

11/6土
八女市

教育の日
　
11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
八
女
市
教

育
週
間
に
ち
な
み
６
日
㈯
、
福
島
小
学
校

体
育
館
で
教
育
の
日
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
年
は
第
１
部
に
西
日
本
短
期

大
学
附
属
高
等
学
校
演
劇
部
顧
問
の
竹
島

由
美
子
教
諭
を
招
き
「
同
世
代
が
影
響
し

あ
う
と
き
～
言
葉
の
力
に
支
え
ら
れ
て
～
」

の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
野
球
部
員
と
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
公
演
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
が
成

長
し
て
い
く
様
子
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
文

化
」を
テ
ー
マ
に
、人
形
浄
瑠
璃
（
笠
原
小
）、

も
み
じ
太
鼓
（
白
木
地
区
）、
合
唱
（
白
百

合
幼
稚
園
、
矢
部
中
）、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏
（
南
中
）
が
あ
り
、
地
域
の
文
化
を
再

発
見
す
る
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
文
化
を

再
発
見
し
た
よ

左から、切明さん、田中勝利さん、田中稔さん
講演する竹島由美子さん

笠原小学校の人形浄瑠璃

南中学校ブラスバンド 白百合幼稚園
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●問い合わせ＝上下水道局
《料金等のこと》☎ 23・1949
《工事等のこと》☎ 23・1107

 給水戸数 　　10,328 戸

 年間総給水量 1,988,956㎥

 1 日平均給水量 　　　5,449㎥

区　分 21年度末企業債現在高
財政融資資金 1,848,890,475 

地方公共団体金融機構 44,906,939 

市中銀行外 506,711,767 

計 2,400,509,181 

平
成
21
年
度
決
算
状
況
と

22
年
度
上
半
期
執
行
状
況

平
成
21
年
度
は
、
建
設
改
良
事
業
を
重
点
的
に
推
進
し
、
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供

給
と
と
も
に
経
費
の
節
減
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
し
た
。
収
支
の
状
況
で
は
、
収
益

的
収
支
で
３
９
４
１
万
９
４
２
０
円
の
損
失
を
計
上
。
資
本
的
収
支
で
１
億
２
６
４
８
万

１
４
１
１
円
の
資
金
不
足
が
生
じ
ま
し
た
が
、こ
の
不
足
額
は
、損
益
勘
定
留
保
資
金
（
現

金
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
や
資
産
減
耗
費
）
等
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

▼業務量について

▼企業債の現在高について

▼水道事業の管理・運営など経営活動に必要な費用・収益について（税抜き）

▼施設の建設・改良など経営規模の拡大を図るために必要な収入・支出
について（税込み）

▼貸借対照表（平成22年3月31日）

▼資本的収支

▼収益的収支

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：千円）

（単位：千円）

平成22年度上半期予算執行状況

資本的収入 資本的支出
企業債 270,700,000 工事請負費 42,030,450 
工事負担金 25,207,600 企業債償還金 374,026,899 
加入金 12,405,000 

人件費 20,821,358 
貸付金 1,000,000 
固定資産売却代金 10,240,120 その他 9,155,424 

合計 319,552,720 合計 446,034,131 

収益的収入 収益的支出

水道料金 405,360,409

受水費 95,106,579 
減価償却費 178,560,334 
資産減耗費 14,504,059 
人件費 48,377,856 

受取利息 6,134,672 支払利息 62,905,157 
固定資産売却益 138,382 施設の維持管理

等に要した費用 54,402,989 
その他 2,804,091 

合計 414,437,554 合計 453,856,974 

資産の部 負債の部
固定資産 7,214,863,667 流動負債 64,917,530 
　（有形固定資産） 　 未払金 63,910,310 
　 土地 67,915,824 　 預り金 1,007,220 
　 建物 88,941,798 計 64,917,530 
　 構築物 6,829,544,294 資本の部
　 その他 228,381,851 資本金 5,082,633,184 
　（無形固定資産） 　 自己資本 2,682,124,003 
　 電話加入権 79,900 　 借入資本 2,400,509,181 

剰余金 2,967,992,427 
流動資産 900,679,474 　 資本剰余金 3,010,515,398 
　 現金預金 879,960,241 　 利益剰余金 4,400,000 
　 未収金 20,252,414 　 欠損金 46,922,971 
　 貯蔵品 466,819 計 8,050,625,611 

資産合計 8,115,543,141 負債・資本合計 8,115,543,141 

区    分 予 算 額 上半期執行額
水道事業収益 561,946 246,961 
　営業収益 493,333 246,866 
　営業外収益 68,611 95 
　特別収益 2 0 
水道事業費 565,099 119,883 
　営業費用 488,166 88,595 
　営業外費用 75,410 30,628 
　特別損失 423 660 
　予備費 1,100 0 

区    分 予 算 額 上半期執行額
資本的収入 224,407 7,727 
　企業債 140,000 0 
　工事負担金 59,762 1,787 
　加入金 10,200 5,940 
　貸付金収入 1,000 0 
　他会計出資金 13,445 0 
資本的支出 375,871 121,166 
　建設改良費 250,444 57,921 
　企業債償還金 124,327 62,235 
　貸付金 1,000 1,000 
　過年度還付金 100 10 

上水道事業



上水道の工事は

八女市の指定給水装置工事事業者をお知らせします。上水
道・簡易水道の給水装置工事（水道の新設・改造・修繕・
撤去）は、水道法により指定工事事業者でなければ施工で
きませんので、ご注意ください。

●問い合わせ＝上下水道局
《料金等のこと》☎ 23・1949
《工事等のこと》☎ 23・1107

市が指定した
「水道指定工事事業者」へ

依頼ください

指定工事事業者名 所在地 電 話 番 号
丸谷商事 西 京 町 ２３・４１１８
千代田工業㈱ 北 平 塚 ２２・４３０７
㈱中村 龍 ヶ 原 ２３・３１５８
牛島電機工業㈱ 大 正 町 ２４・２１７１
㈲井手プロパン商会 大　 島 ２３・３０６５
八女食糧販売㈱ 納　 楚 ２３・２１６６
㈲岩本住設 上 吉 田 ２２・４７１８
㈲スミ設備工業 川　 犬 ２２・５４６５
ＥＭ田中 鵜　 池 ２２・４３１９
永松設備 納　 楚 ２２・７７５３
㈲タナカエンジニア 龍 ヶ 原 ２４・３１４７
吉田ボーリング工業 西 矢 原 ２４・４７４３
㈲橋村住設 田　 本 ４２・００９６
㈲角屋 北 川 内 ５４・３３１８
電 ’s タカヤマ 谷　 川 ３７・００６２
清香設備工業㈱ 蒲　 原 ２２・７８８８
川口ガス住設 忠 見 北 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 大　 籠 ２２・３０１５
大石設備 室　 岡 ２３・０８４８
㈲今村住設 下 辺 春 ３７・０３１６
㈲立花電工 北　 山 ２３・１５３３
マルタ電器 谷　 川 ３７・０２５６
㈱九電工八女営業所 蒲　 原 ２３・２４５６
牛島燃料店 上 津 江 ２２・２８６９
田中設備 白　 木 ３５・０８４５
三宅設備 下 津 江 ２３・２３６８
㈲牛嶋住興 山　 崎 ２２・６６１１
馬場燃料店 南 馬 場 ２２・４０６０
原管工 谷　 川 ３７・０６９２
㈲八女衛生社 上 吉 田 ２３・５４３５
㈲住環境総合開発 桑　 原 ４２・１１８５
橋爪食糧販売店 上 吉 田 ２２・２７６７
ひら川設備 中宮野町 ２４・３１１５
ケア設備梅野 本　 分 ４２・３４５０
㈱ライフ・２１ 立　 野 ２４・２５１０
㈲村口電工 久 木 原 ５４・２２７８
㈱高田電気 北 川 内 ５４・２０４９
ミスミデンキ 北 川 内 ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 北 川 内 ５４・２１６５
㈲ヤマト 北 川 内 ５４・２１２５
西木テレビサービス 久 木 原 ５４・３２０８
仁田原商店 大　 淵 ４５・００３５
㈲クリハラ管工事 北　 山 ２２・５９７１
河原設備 兼　 松 ３７・０５５３
モリアキ建設㈲ 本　 分 ４２・３８２７
不動設備工業㈱ 立　 野 ２５・２５８０
大坪（博通）建設 蒲　 原 ２２・５６１２
西村住設 本 ２３・１３３７
㈱桐明組 柳　 島 ２４・３３５５
平島設備 田　 形 ３７・１０２５
持丸建設工業㈱ 北　 山 ２３・４５３８
水環境企画・一究 吉　 田 ２２・５１０９
德住工業 今　 福 ２４・５２６２
ともけい設備 大　 島 ２２・３５６４
創水 稲　 富 ２３・０１８３
㈲弥栄工業 北　 山 ２３・１１９８
三和住宅設備 本　 分 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 桑　 原 ４２・１１８３
馬渡設備工業 北 木 屋 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 黒　 木 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 黒　 木 ４２・１２３７
㈲穴見商会 桑　 原 ４２・０１３０
和興住宅設備 北 木 屋 ４５・０８７９
㈱山口電気 星 野 村 ５２・３２１８

▼水道指定事業者（平成22年11月1日現在※指定順）

　　
環
境
の
変
化
に
伴
う
地
下
水
位
の
低

下
や
、
水
質
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
る
な

か
、
八
女
市
で
は
「
安
全
な
水
を
安
定

し
て
供
給
」
す
る
た
め
に
、
上
水
道
の

推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
上
水
道
加
入

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管
が

凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
冬
季
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
強
い
寒
波
が
来
る
と
き
に
は
「
糸
を

引
く
程
度
」
の
水
を
出
し
て
お
く

●
凍
結
に
備
え
て
貯
水
し
て
お
く

●
風
当
た
り
が
強
い
場
所
の
水
道
管
は
、

布
を
か
ぶ
せ
防
寒
対
策
を
す
る

●
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
た
ら
、
布
な

ど
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る

　
水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル
ブ
を
止
め

る
な
ど
の
応
急
措
置
を
し
て
、
最
寄
り

の
指
定
業
者
（
※
左
表
参
照
・
有
料
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
表
の
ほ
か
に
、
八
女
市
か
ら
指
定

を
受
け
て
い
る
87
の
市
外
の
事
業
者
が

あ
り
ま
す
。

　
引
っ
越
し
の
と
き
に
は
水
道
の
開
始
・

中
止
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
開
始
・
中
止
の
２
～
３
日
前
ま
で

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
止
の
際
は
、
水
道
料
金
の
精
算
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し
な
い

と
水
道
を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
料
金

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
入
院
や
出
張
な
ど
に
よ
り
長
期
不
在

の
場
合
は
、
水
道
使
用
の
一
時
中
止
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

上
水
道
加
入
の
お
願
い

水
道
管
の
凍
結
や

破
裂
に
注
意
を

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

上
下
水
道
局
で
は
、 

次
の
よ
う
な

こ
と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

①
一
般
家
庭
の
水
質
検
査　
②
浄
水
器

な
ど
の
販
売
・
貸
し
出
し
・
あ
っ
せ
ん

③
給
水
管
の
清
掃

広報やめ　2010.12.17



燃えるごみ（市収集） 八女市環境センター
（直接持ち込み）

し尿くみ取り
黒木 上陽 矢部 星野 黒木・上陽・矢部・星野の

一部（小野地区・椋谷 1区）
星野の一部（椋谷 2 区・

星野地区・上郷地区）

12月27日㈪ ○ ○ ○ ○ 　搬入可 ○ ○

28日㈫ ○ ○ × ○ 　搬入可 ○ ○

29日㈬ ○ × × ○ 　搬入可 ○ ○

30日㈭ ○ ○ ○ ○ 　搬入可 × ×

31日㈮ × × × × 　　× × ×

1月11日㈯ × × × × 　　× × ×

2日㈰ × × × × 　　× × ×

123日㈪ × × × × 　　× × ×

4日㈫ ○ ○ ○ ○ 　搬入可 × ○

5日㈬ ○ × × ○ 　搬入可 × ○

6日㈭ ○ ○ ○ ○ 　搬入可 ○ ○

7日㈮ ○ ○ × ○ 　搬入可 ○ ○

八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
ち
込
み
は
、

９
時
～
15
時（
12
時
～
13
時
を
除
く
）ま
で
で
す
。

八女、
立花の区域

黒木、上陽
矢部、星野の区域

燃えるごみ
（市収集）

クリーンセンター・リサイ
クルプラザ（直接持ち込み） し尿くみ取り

12月27日㈪ 月曜収集区域 　搬入可 　 ○

28日㈫ 火曜収集区域 　搬入可  　○

29日㈬ × 　　×  　○

30日㈭ 木曜収集区域 　搬入可  　×

31日㈮ × 　　×  　×

1月11日㈯ × 　　×  　×

2日㈰ × 　　×  　×

3日㈪ × 　　×  　×

4日㈫ 火曜収集区域 　搬入可  　○

5日㈬ × 　搬入可  　○

6日㈭ 木曜収集区域 　搬入可  　○

7日㈮ 金曜収集区域 　搬入可 　 ○

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
直

接
持
ち
込
み
は
、
８
時
30
分
～
16
時
45
分
ま
で
で

す
。（
不
燃
・
資
源
ご
み
は
搬
入
証
明
書
が
必
要
）

し
尿
く
み
取
り
の
予
約
は
、
12
月
10
日
㈮
ま
で
に

指
定
の
業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ご
み
収
集
」と

「
し
尿
く
み
取
り
」

こ
の
期
間
は
ご
み
の
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
収

集
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
集
後
の
ご
み
出
し
が
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。年
末
の
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◉問い合わせ
　八女市役所　社会環境課生活環境係（☎ 23・1462）
　立花支所　　市民生活福祉課環境係（☎ 23・4932）

◉問い合わせ
　黒木総合支所　市民生活課環境係　　　　　 （☎ 42・1463）
　上陽支所　市民生活福祉課市民生活福祉係 　（☎ 54・2218）
　矢部支所　市民生活福祉課生活福祉係　　 　（☎ 47・3111）
　星野支所　市民生活福祉課生活福祉係　　 　（☎ 52・3113）

年
末
年
始
の
休
み
の
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
柳
川
本
庁
舎
）

　

12
月
17
日
㈮
～
１
月
５
日
㈬
ま
で

▼
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
八
女
分
庁
舎
）

　

12
月
28
日
㈫
～
１
月
16
日
㈰
ま
で

◉
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
６
３
）

年末年始の
「犬・ねこの引き取り業務」

消
防
自
動
車
や
救
急

自
動
車
は
、
一
刻

も
早
く
火
災
な
ど
の
災
害

現
場
に
急
行
し
、
被
害
を

最
小
限
と
す
る
た
め
消
防

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
病
人
等
に
は
応

急
処
置
を
行
い
な
が
ら
、

速
や
か
に
病
院
へ
搬
送
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
消
防
自
動
車
等
は
、
緊

急
時
に
は
法
定
速
度
を
超

え
て
走
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
道

路
交
通
法
で
は
「
緊
急
自

動
車
」
と
し
て
、
一
般
の

車
両
よ
り
も
優
先
し
て
走

行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
消
防
自
動
車
等
が
円
滑

に
緊
急
走
行
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

消防自動車等の
緊急走行に対する
ご理解とご協力を！

八女消防本部（☎２４・０１１９）

年
末
年
始
の

8　2010.12.1　広報やめ
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102

23 5
30

農
と

写
真
展

五
木
寛
之
さ
ん
か
ら
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た

食
の

102

◦観光振興・交流事業　……匿名１件
◦環境保全事業　……匿名１件
◦その他市長が必要と認める特定の事業
瀬　亮策（北海道札幌市）、匿名 2 件
※ 10 月末現在累計額＝８８６万３１０４円

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈬
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
黒
木
町
中
田
代
地
区 

小

別
当
付
近
～
八
龍
神
社
【
大
名
行

列
】
※
観
覧
無
料
※
臨
時
駐
車
場

は
田
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
元
田
代
小
）

◦
連
絡
先
＝
▽
中
田
代
地
区
代
表
・

堤
勇
己
さ
ん
（
☎
４
２・３
５
０
４
） 

▽
座
元
・
堤
ひ
づ
る
さ
ん
宅
（
☎

４
２
・
１
０
４
１
）

◦
概
要
＝
初
冬
の
田
代
路

に
、
お
し
ろ
い
を
塗
っ
て
扮

装
し
た
奴
姿
の
男
衆
た
ち

が
大
名
行
列
を
従
え
、
ユ

ニ
ー
ク
た
っ
ぷ
り
に
練
り
歩

く
田
代
の
風
流
。
こ
の
祭
礼

は
安
永
２
年
（
１
７
７
３
）

柳
河
藩
第
７
代
藩
主
の
立

花
鑑あ
き

通な
お

公
が
、
八
龍
神
社
の
再
建

を
命
じ
、
大
名
行
列
を
従
え
て
奉

納
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
中
田
代
地
区
の
氏
子

の
皆
さ
ん
が
担
当
。
早
朝
の
５
時

半
過
ぎ
か
ら
付
近
の
田
代
川
で
身

を
清
め
た
後
、
昼
ご
ろ
か
ら
田
代

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）、

小
別
当
付
近
か
ら
大
名
行
列
を
従

え
、
笛
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、

50
人
ほ
ど
が
練
り
歩
き
ま
す
。
こ

の
日
は
、
お
賽
銭
を
御
輿
に
投
げ

入
れ
て
１
年
間
の
無
病
息
災
を
祈

り
な
が
ら
下
を
く
ぐ
る
人
々
も
加

わ
り
、
付
近
一
帯
は
、
さ
な
が
ら
江

戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
風
情
に
包
ま
れ
ま
す
。

八

12月の横町町家
交流館の催し

　
女
地
方
は
、
全
国
的
に
知
れ
渡
っ
た
農
産
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
奥
八
女
で
は
、茶
、シ
イ
タ
ケ
、

栗
、ギ
ン
ナ
ン
。八
女
丘
陵
で
は
、ナ
シ
、ブ
ド
ウ
、柿
、桃
、茶
。

立
花
地
区
で
は
、
ミ
カ
ン
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
梅
な
ど

が
主
に
栽
培
さ
れ
、
山
間
部
全
域
に
わ
た
り
孟
宗
竹
林

が
繁
殖
し
て
い
ま
す
。
中
央
平
野
部
は
肥
沃
な
田
園
が
広

が
り
、
そ
こ
で
は
、
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
穀
類
の
耕
作

に
加
え
、電
照
菊
や
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
の
花
き
園
芸
、イ
チ
ゴ
、

ト
マ
ト
・レ
タ
ス
な
ど
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
で
は
、
四
季
折
々
に
変
化

す
る
八
女
地
方
の
様
々
な
農
耕
風
景
写
真
を
展
示
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
開
墾
記
念
碑
、
か
か
し
、
小
規
模
産
直

店
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

⃝
期
間
＝
11
月
30
日
㈫
～
12
月
26
日
㈰

⃝
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館（
本
町
94
番
地
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
３・４
３
１
１
）

田
風流
の代

平成 22 年度斎行（福岡県
指定無形民俗文化財）

たしろのふうりゅう

作
家
の
五
木
寛
之
さ
ん
か
ら
、
八
女

市
に
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
五

木
さ
ん
は
八
女
市
立
花
町
出
身
で
、
今
ま

で
も
旧
立
花
町
や
八
女
地
区
市
町
村
、
福

島
高
校
に
た
く
さ
ん
の
本
を
ご
寄
贈
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は「
百
寺
巡
礼
」「
人

間
の
関
係
」
な
ど
２
８
３
冊
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
立
図
書
館
を
は
じ
め
、
市
の
関

連
施
設
等
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
前
回
大
好
評
だ
っ
た
五
木
さ
ん
の
朝
刊

連
載
小
説
「
親
鸞
」。
続
編
の
「
激
動
編
」

が
い
よ
い
よ
来
年
１
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
五
木
さ
ん
、

ど
う
か
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
ど
き
ど
き

わ
く
わ
く
す
る
小
説
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。
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　「
ヘ
ル
シ
ー
運
動
教
室
」
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
参
加
す
る
ま
で
は
膝

が
痛
く
階
段
も
登
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

で
は
ス
イ
ス
イ
。
お
金
も
か
か
ら
ず
、
い
い
取

組
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　（
匿
名
・
女
性
）

　
教
室
に
参
加
し
て
か
ら
体
調
が
改
善
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
運
動
の
基
礎
を
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
一
緒
に
楽
し
く
実
践
し
て
学
び
、
家
庭
生

活
の
中
に
も
取
り
入
れ
て
い
け
る
よ
う
活
用
し

て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
す
。
現
在
、
立
花
町

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
か
が
や
き
」
と
、
黒
木

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
の
里
」
で
、
そ
れ

ぞ
れ
２
回
ず
つ
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
楽

し
く
教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
生
活

の
中
で
も
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　（
健
康
課
）

　
八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
公
演
に
行
っ
た
時
、

係
員
の
指
示
に
従
い
福
島
小
学
校
運
動
場
に

車
を
停
め
無
料
で
し
た
。
山
鹿
灯
籠
で
は
学

校
の
運
動
場
に
停
め
５
０
０
円
払
い
ま
し
た
。

燈
籠
人
形
の
運
営
に
は
か
な
り
の
費
用
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
駐
車
料
金
を
取
っ
て
運

営
費
の
足
し
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
匿
名
・
男
性
）

　
貴
重
な
ご
意
見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
公
演
（
主
催・保
存
会
）

と
同
時
に
「
八
女
の
ま
つ
り
あ
か
り
と
ち
ゃ
っ

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

ヘ
ル
シ
ー
運
動
教
室
に
参
加
し
て

八
女
福
島
の
燈
籠
人
形
公
演
で
は
駐

車
料
金
を
取
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、

あ
な
た
の「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
は
が
き

や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意

見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど

か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住

所・氏
名・電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗
・
中
傷
と
思
わ
れ
る
意
見

書
・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応
し
か
ね
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理
し
、

市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る

時
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
る
意

見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

ぽ
ん
ぽ
ん
」（
主
催
・
八
女
の
ま
つ
り
実
行
委

員
会
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
内
外
か
ら
多

く
の
お
客
様
が
来
ら
れ
ま
す
の
で
、
市
役
所
・

福
島
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
八
女
農
高
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
の
駐
車
場
に
市
職
員
を
中
心
に
配
置
し
対

応
し
て
い
ま
す
。
担
当
課
で
協
議
を
し
ま
し
た

が
、
祭
り
だ
け
で
は
な
く
ほ
か
の
催
し
物
で
も

駐
車
場
を
使
わ
れ
ま
す
し
、
今
年
は
初
日
が

平
日
だ
っ
た
た
め
市
役
所
へ
来
ら
れ
る
お
客
様

も
あ
り
ま
し
た
。
今
の
状
況
で
駐
車
料
金
を
取

る
の
は
無
理
が
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
燈
籠
人
形
保
存
会
の
運
営

費
は
市
の
補
助
金
、
市
民
・
企
業
か
ら
の
協
賛

金
の
ほ
か
、
昨
年
か
ら
燈
籠
人
形
の
拝
観
者
か

ら
の
寄
付
を
お
願
い
す
る
た
め
に
、
募
金
箱
を

設
置
し
運
営
費
に
あ
て
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　（
文
化
課
、
観
光
振
興
課
）

傾か
し
ぎ
立た

つ
案か
か
し
山
子
も
あ
り
て
山や
ま
田だ

守も

る

木こ

も
れ
日び

の
嵯さ

峨が

野の

の
小こ

径み
ち
竹た
け
の
春は
る

杣そ
ま
び
と人
の
こ
ぞ
り
て
祀ま
つ
る
里さ
と
神か

楽ぐ
ら

浦う
ら
や
す安

の
舞ま
い

に
時し

ぐ雨
る
る
御ご
り
ょ
う陵

か
な

落お
ち

葉ば

焚た

き
狼の
ろ
し煙

の
ご
と
く
け
ぶ
ら
し
ぬ

醜し
こ
ぐ
さ草

の
丈た
け

な
す
端は
ざ
ま間

ダ
リ
ア
咲さ

く

朝あ
さ

日ひ

背せ

に
コ
ス
モ
ス
の
中な
か
い
っ
く

一
句
か
な

伊い
せ
わ
ん
勢
湾
の
養よ
う
し
ょ
く殖い
か
だ
秋あ
き
の
雲く
も

萩は
ぎ

並な
み

木き

い
よ
よ
色い
ろ

づ
く
二に

三さ
ん

枚ま
い

行ゆ

く
雲く
も

に
見み

え
隠が
く

れ
す
る
後の
ち

の
月つ
き

手て

い入
れ
済す

み
庭に
わ
し師

の
肩か
た

に
冬ふ
ゆ

日び

落お

つ

木も
く
せ
い犀

や
道み
ち

の
駅え
き

に
は
人ひ
と

だ
か
り

パ
ト
ロ
ー
ル
棚た
な
だ田

の
里さ
と

は
赤あ
か

と
ん
ぼ

良り
ょ
う
し
ょ

書
と
の
出で

合あ

ひ
繙ひ
も
とく

夜よ

長な
が

か
な

猫ね
こ

の
尾お

の
膝ひ
ざ

に
寄よ

り
来き

て
秋あ
き

深ふ
か

し

八
女
紫
苑
句
会

た
ち
ば
な
熟
年
会
俳
句
教
室

牛
島
　
景
子

中
川
原
篤
子

松
延
み
さ
と

井
上
ト
シ
子

堤
　
多
鶴
子

田
中
サ
ト
リ

三
輪
ウ
ラ
子

松
﨑
　
伸
子

末
継
み
よ
子

中
尾
カ
ヲ
ル

西
島
志
乃
芙

中
村
テ
ル
ヨ

原
　
　
宣
子

山
田
ミ
サ
子

樋
口
つ
と
む

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.12）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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郷
土
史
講
座（
受
講
料
無
料
）

▼
１
月
15
日
㈯

講
師
＝
中
村
修
身
さ
ん

「
八
女
市
内
の
お
城
、
こ
こ
が

知
り
た
い
」

▼
１
月
30
日
㈰

講
師
＝
石
橋
新
次
さ
ん

「
筑
紫
広
門
の
上
妻
郡
支
配
」

★
時
間
＝
13
時
30
分
～
15

時
30
分

★
募
集
人
員
＝
30
人

★
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
２
階

★
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

＝
八
女
市
立
図
書
館

（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

日時★12月25日㈯
　　　14時～　
場所★八女文化会館
内容★大型紙芝居・
　　パネルシアター・
　　人形劇など
※申込不要・入場無料

ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会

皆
さ
ん
の

参
加
を

お
待
ち
し

て
い
ま
す
♪

12月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝平　日10 時～ 20 時
　                         土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3112

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国

美
術
公
募
展
「
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
Ｋ
Ｕ
Ｍ

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｆフ

ァ

イ

ナ

ル

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
」（
熊
本
日

日
新
聞
社
主
催
）
に
入
選
し
た
浅
田
一

安
芸
さ
ん
。
重
度
の
自
閉
症
で
、
現
在

障
が
い
者
支
援
施
設
城
山
学
園
（
黒

木
町
）
に
通
所
し
な
が
ら
創
作
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。「
小
さ
い
頃
か
ら
ふ
す

ま
や
壁
に
い
っ
ぱ
い
絵
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
養
護
学
校
（
現・特
別
支
援
学
校
）

に
通
っ
て
い
た
小
学
４
年
生
の
頃
、
先

生
に
勧
め
ら
れ
『
ひ
と
に
観
て
も
ら
う

に
は
公
募
展
し
か
な
か
』
と
、
様
々
な

公
募
展
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
」
と

父
親
の
牧
男
さ
ん
。
15
歳
の
時
に
史
上

最
年
少
で
青
木
繁
公
募
展
に
入
選
。
以

来
、
県
展
・
西
日
本
美
術
展
な
ど
に
入

選
し
、
昨
年
は
柳
川
市
総
合
美
術
展
・

洋
画
部
門
で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
一
安
芸
さ
ん
の
絵
は
、
牧
男
さ
ん
が

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
し
た
ク

レ
ヨ
ン
や
色
鉛
筆
で
、
石
こ
う
ボ
ー
ド

や
べ
ニ
ヤ
板
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
ス

イ
ッ
チ
が
入
ら
な
い
と
絵
に
な
ら
な
い
」

と
い
う
一
安
芸
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
た
め
に
、
時
間
が
あ
れ
ば
一

安
芸
さ
ん
を
連
れ
て
各
地
へ
ス
ケ
ッ
チ

に
出
か
け
て
い
る
牧
男
さ
ん
。

「
観
る
人
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る
よ
う
な

絵
を
描
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
ー

親
子
二
人
三
脚
で
次
の
目
標
に
向
い
、

歩
き
続
け
て
い
ま
す
。

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
ＫくＵ
ＭまＡ
ＭもＯ
ＴとＯ
展
に
入
選 

浅あ
さ
だ田 

一か

ず

あ

き

安
芸
さ
ん（
立
花
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
6㈪、13㈪、20㈪、23㈷、24㈮★27㈪、29㈬～ 31㈮

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
6㈪、13㈪、20㈪、24㈮★ 27㈪、29㈬～ 31㈮ 
★は館内整理日※12/29～1/4は年末年始休館図書館の休館日

12月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

気分が向いたときはスケッチを
している一安芸さん。『俺

おれりゅう

流』
で描き続ける絵は「なんかお
もしろか！」と評判です。

観る人がわくわくする

絵本や紙芝居など親子で
お楽しみください。

♥本館　
〈日時〉4日、11日、18日
※いずれも土曜日14時～
〈場所〉おはなしコーナー

♥黒木分館　

〈日時〉11日㈯11時～
〈場所〉おはなしコーナー

12月のよみきかせ

12月のあかちゃんよみきかせ

0 歳～2 歳児対象によみ
きかせやわらべうたなど。
♥本館　
〈日時〉15日㈬11時～
〈場所〉おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
7㈫、14㈫、21㈫、23㈷、24㈮★28㈫、29㈬～ 31㈮

お気軽に
ご参加く
ださい

年末年始
のお休み

12月29日㈬
～1月4日㈫

　ような絵を描きたい

24

《本館の12 月のテーマ図書》
◦一般＝大掃除、お正月
◦児童＝クリスマス、お正月

青色が印象的な一安芸さんの入選作品。
タイトルは「フェリーボート・30 分の絵日記」

（写真提供・熊本日日新聞社）
※ビエンナーレＫＵＭＡＭＯＴＯ ＦＩＮＡＬ
入賞・入選作品展◦日程＝12 月10日㈮
～19日㈰※月曜休館◦場所＝熊本県立
美術館（熊本城内）☎ ０９６・３５２・２１１１

便
利
に
図
書
館
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
！

図
書
館
の
本
は
、
本
館
・

分
館
の
ど
こ
で
で
も
借
り

ら
れ
ま
す
！
借
り
た
本
は

ど
こ
で
で
も
返
せ
ま
す
！
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竹
を
地
域
資
源
と
し
て
ど
う
生

か
す
か
を
探
る
「
春
竹
の
集
い
」
が

10
月
30
日
㈯
、
立
花
町
の
旧
大
内

邸
で
開
か
れ
ま
し
た
。
最
初
に
武
蔵

野
美
術
大
学
の
望
月
昭
教
授
に
よ

る
竹
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
等
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
あ
と
６
人

の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
の
三
田
村
市
長
は
「
竹

を
ベ
ー
ス
に
し
た
新
し
い
文
化
・
雇

用
を
創
出
し
、
八
女
を
化
石
燃
料

に
頼
ら
な
い
モ
デ
ル
地
区
と
し
た

い
」と
語
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も「
森

の
幼
稚
園
な
ど
森
で
子
ど
も
を
遊
ば

せ
た
ら
ど
う
か
」「
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
農
業
体
験
な
ど
さ
せ
る
こ
と
が
地

域
を
担
う
若
者
を
育
て
る
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
熱
気

あ
ふ
れ
る
討
論
に
参
加
者
は
「
竹
が

こ
れ
ほ
ど
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
話
を
聞

き
た
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

竹
の
可
能
性
を
探
る

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

親
子
の
ふ
れ
あ
い

美
し
い
環
境
を
守
り
た
い

平
田
町
内
第
７
隣
組
は
10
月
17
日

㈰
、独
自
に
河
川
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
で
9
回
目
で
す
が
、
毎
年
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
た
ま
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
、

各
地
で
ご
み
揚
げ
を
行
い
、
河
川
を
守

っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
ほ
と
ん

ど
さ
れ
ず
、
ご
み
の
堆
積
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
美
し
い
環
境
を
守
る
た
め
に

も
、
今
後
も
継
続
し
て
地
域
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
女
学
院
中
学
校
保
護
者
後
援

会
（
松
浦
修
士
会
長
）
は
「
親
子

ふ
れ
あ
い
」
オ
ー
プ
ン
教
室
を
10

月
23
日
㈯
、
八
女
学
院
中
学
校
で

行
い
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
教
室

は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
料
理
教
室

な
ど
の
13
教
室
。
そ
の
中
で
卓
球

は
、
単
純
で
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ

で
、
老
若
男
女
に
関
係
な
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
参
加
し
た

保
護
者
は
、「
ピ
ン
ポ
ン
に
真
剣
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
親
子
対

戦
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
お
昼

は
豚
汁
を
親
子
で
食
べ
、
日
に
日

に
親
離
れ
し
て
い
く
わ
が
子
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
完

成
を
目
指
し
、「
交
流
ふ
れ
あ
い
合

瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
促
進

期
成
会
」
主
催
の
道
路
愛
護
作
業

が
10
月
31
日
㈰
、
八
女
市
と
う
き

は
市
か
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
星
野
村
か
ら

う
き
は
市
ま
で
の
沿
線
約
12
キ
ロ

に
わ
た
っ
て
支
障
木
の
伐
採
、
空

き
缶
や
空
き
瓶
な
ど
の
不
法
投
棄

物
の
回
収
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨
き

な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作

業
終
了
後
は
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

に
あ
た
た
か
い
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
県
道
八
女

香
春
線
の
八
女
市
星
野
村
と
う
き

は
市
の
合
瀬
耳
納
峠
を
ト
ン
ネ
ル

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
冬
季
の
積

雪
等
に
よ
る
通
行
止
め
や
、
急
こ

う
配
・
急
カ
ー
ブ
等
の
交
通
難
所

の
解
消
の
ほ
か
、
両
市
を
ト
ン
ネ

ル
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
地
域
間
の

交
流
を
促
進
し
地
域
活
性
化
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

完
成
後
の
八
女
香
春
線
は
、
県
北

と
県
南
を
結
ぶ
大
動
脈
と
な
り
、

人
々
が
行
き
交
い
物
流
が
変
わ
り

経
済
効
果
に
優
れ
た
道
路
に
な
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て

河川清掃に参加した皆さん

親子で卓球の試合をしました

シンポジウムで発言する三田村市長

見通しを悪くしていた木を伐採しました

参加者を前にあいさつする三田村市長

12
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Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
茶
業
部
会

な
ど
を
中
心
に
構
成
す
る
八
女
茶

振
興
会
は
10
月
27
日
㈬
、
市
内
17

の
小
・
中
学
校
に
う
が
い
用
の
緑

茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
９
千
個
（
１
袋

20
グ
ラ
ム
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
、
松
延
利
博
会
長

（
Ｊ
Ａ
組
合
長
）
と
北
嶋
藤
孝
副
会

長
が
出
席
し
、
三
田
村
市
長
と
西

島
教
育
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
今
年
で
２
回
目
の
取

り
組
み
で
、
市
内
の
児
童
生
徒
ら

に
、
11
月
か
ら
約
４
か
月
間
に
わ

た
り
緑
茶
う
が
い
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
ま
す
。
松
延
会
長
は
、「
抗

菌
、
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
の
あ
る
八

女
茶
で
う
が
い
を
し
て
風
邪
予
防

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
八
女
茶
の

抗
菌
作
用
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

消
防
団
救
助
資
機
材
搭
載
型

車
両
が
消
防
庁
か
ら
八
女
市
に

貸
与
さ
れ
、
八
女
市
消
防
団
第

１
分
団
第
２
部
に
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
車
両
は
、
油
圧
式
カ
ッ

タ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

な
ど
、消
火
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
人
命
の

救
助
等
に
使
用
す
る
資
機
材
を

搭
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資
機
材

を
使
用
し
た
訓
練
披
露
を
10
月

17
日
㈰
に
行
い
ま
し
た
。
団
員
た

ち
の
見
事
な
救
助
資
機
材
の
使
い

こ
な
し
に
地
域
住
民
か
ら
大
き
な

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

八
女
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
坂
本

繁
二
郎
画
伯
を
た
た
え
る
「
帰
居
祭
」

（
八
女
市
文
化
連
盟
主
催
）
が
11
月
３

日
㈷
あ
り
ま
し
た
。「
帰
居
」
は
坂
本

画
伯
の
雅
号
。
当
日
は
八
女
公
園
内

に
あ
る
画
伯
の
寿
像
の
前
で
碑
前
祭
が

あ
り
、
お
茶
・
吟
・
尺
八
・
花
が
献
上

さ
れ
ま
し
た
。
八
女
文
化
会
館
に
会
場

を
移
し
て
「
た
た
え
る
集
い
」
が
開
か

れ
、
小
中
高
生
４
人
が
作
文
を
朗
読

し
ま
し
た
。
上
妻
小
学
校
６
年
の
大
塚

真
理
子
さ
ん
は
「
繁
二
郎
さ
ん
の
絵
は

優
し
く
細
や
か
。
八
女
の
素
晴
ら
し
い

自
然
が
描
か
れ
て
い
る
」
と
発
表
し
ま

し
た
。

上
陽
コ
ー
ラ
ス
あ
じ
さ
い
の
30
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
11
月
６
日
㈯
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
超
満
員
の
観
客
を
前

に
、「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
や
「
上
陽
マ
イ
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
」
な
ど
思
い
出
の
曲
を
歌
い
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
は
昭
和
55
年
に
10
数
人
で
発
足
し
、

部
員
も
延
べ
70
人
が
在
籍
。
平
成
11
年
か
ら
平

成
20
年
ま
で
作
曲
家
・
二
宮
毅
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
上
陽
音
楽
祭
を
開
催
し
、
上
陽
町
に
さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
の
種
を
ま
き
育
て
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

男
声
合
唱
団
八
女
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
も
出
演
し
、

混
声
合
唱
も
披
露
。
ま
た
、
上
陽
出
身
の
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
奏
者
・
原
口
晃
二
さ
ん
の
ミ
ニ
リ
サ
イ
タ

ル
も
あ
り
、
美
し
い
音
色
に
観
客
は
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。「
あ
じ
さ
い
は
多
く
の
皆
さ
ま
に
育
て

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
故
郷
の
歌
を

歌
い
継
い
で
い
き
た
い
」
と
代
表
の
牛
嶋
恵
子
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
住
ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
を

知
ろ
う
」
と
11
月
５
日
㈮
、
長
峰

保
育
所
の
さ
く
ら
ぐ
み
（
年
長
）

30
人
は
歩
い
て
行
け
る
隈
本
木
工

所
と
岩
戸
山
歴
史
資
料
館
を
見

学
し
ま
し
た
。
同
木
工
所
で
は
、

み
ん
な
仲
良
く
順
番
に
並
ん
で
こ

ま
回
し
や
輪
投
げ
を
体
験
し
た

り
、
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
上
手
に
こ
ま
が
回
り
、

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
岩
戸
山

歴
史
資
料
館
で
も
、
展
示
さ
れ
て

い
る
石
人
・
石
馬
な
ど
を
興
味
深

そ
う
に
な
が
め
て
い
ま
し
た
。

坂
本
繁
二
郎
画
伯
の
偉
業
を
た
た
え
る 

帰
居
祭

声
高
ら
か
に
故
郷
の
歌
を
歌
う 

あ
じ
さ
い
30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

八
女
茶
で
風
邪
予
防
！

救
助
資
機
材
を
使
用
し
た
訓
練
を
披
露
　

長
峰
保
育
所
の
園
児
が
地
域
体
験

目録を手渡す松延会長（右）

木の輪投げで遊ぶ長峰保育所の子どもたち

訓練した成果を披露する消防団員

作文を朗読する大塚さん

会場に美しいハーモニーが響きました
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仏
壇
供
養
祭
が
10
月
27
日

㈬
、
八
女
伝
統
工
芸
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

八
女
福
島
仏
壇
仏
具

協
同
組
合
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
関
係
者
な
ど

約
30
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
２
年
前
か
ら
一
般

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

仏
壇
な
ど
を
受
け
付
け

て
お
り
、
今
年
も
12
基

の
仏
壇
な
ど
が
供
養
の

た
め
に
持
ち
込
ま
れ
ま

し
た
。
例
年
式
典
で
仏
壇
な
ど

を
焼
却
し
て
い
ま
し
た
が
、
環

境
に
配
慮
し
供
養
の
み
行
い
ま

し
た
。
供
養
を
依
頼
し
た
人
な

ど
が
仏
壇
記
念
碑
前
の
祭
壇

に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
出
身
力
士
が

市
長
を
訪
問

防
犯
意
識
の
向
上
を

11
月
14
日
㈰
か
ら
福
岡
国
際
セ

ン
タ
ー
で
始
ま
る
九
州
場
所
を
前

に
、
八
女
市
出
身
の
高
田
川
部
屋

の
力
士
ら
が
11
月
11
日
㈭
、
三
田

村
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
、
仁に
お
お
や
ま

王
山
太
郎

さ
ん
と
大お

お
た
か
や
ま

鷹
山
翔
太
さ
ん
、
祖
父

が
八
女
市
出
身
と
い
う
前ま

え
の
か
つ

乃
勝
凜

太
郎
さ
ん
の
３
人
と
行
司
の
木
村

和わ
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
。
市
長
は
、「
ぜ
ひ
と

も
関
取
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
を
離
れ
、
関
取
を
目
指
し
頑

張
っ
て
い
る
地
元
出
身
力
士
の
皆

さ
ん
へ
、
温
か
い
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
30
回
八
女
市
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
10
月
６
日
㈬
、

八
女
市
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

４
月
に
１
市
２
町
２
村
の
老

人
ク
ラ
ブ
が
合
併
し
、
八
女

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
６

支
部
、
２
３
５
ク
ラ
ブ
、
会
員

数
は
１
万
２
０
０
０
人
を
超
す

大
き
な
団
体
に
な
り
ま
し
た
。

各
支
部
か
ら
の
代
表
選
手
約

５
０
０
人
は
、
紅
白
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
玉
入
れ
、
ボ
ー
ル
運

び
、
風
船
割
り
な
ど
を
競
い
ま

し
た
。
ま
た
、
炭
坑
節
な
ど
の

総
踊
り
を
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
で
楽
し
む
と
と
も
に
互
い

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

黒
木
町
笠
原
の
旭
座
人
形
芝
居
会
館
で

11
月
３
日
㈷
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
の

旭
座
人
形
芝
居
本
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
芝
居
は
、
笠
原
鰐
八
地
区
に
浄

瑠
璃
の
名
人
が
現
れ
、
ひ
ょ
う
た
ん
や
と

っ
く
り
を
人
形
に
見
立
て
て
浄
瑠
璃
の
語

り
に
合
わ
せ
て
酒
の
席
で
躍
ら
せ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
、
家
族
ぐ
る
み
で
継
承
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡

放
送
局
制
作
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
り
、

全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
３
０
０
人
の
観
客
。
地
元

の
笠
原
小
学
校
年
４
～
６
年
生
児
童
は

「
傾
城
阿
波
鳴
門
」
巡
礼
歌
の
段
を
披
露
。

保
存
会
も
「
寿
式
三
番
叟
」
な
ど
２
演
目

を
上
演
し
、
大
夫
と
操
り
に
よ
る
息
の
あ

っ
た
技
芸
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

晩
秋
の
笠
原
路
に
浄
瑠
璃
の

響
き 
旭
座
人
形
芝
居
本
公
演

合
併
し
初
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

八
女
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

不
要
な
仏
壇
を
供
養

仁王山太郎さん(左から2番目）、大鷹山翔太さん(右から2番目）

黒木小の児童も出演した劇の一場面

皆さん、はつらつとした動き

手を合わせる参列者

「御所桜堀川夜討」弁慶上使の段の一場面

黒
木
小
学
校
で
11
月
９
日
㈫
、

不
審
者
対
応
訓
練
と
防
犯
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
八
女
警
察
署
員

扮
す
る
不
審
者
が
校
内
に
侵
入
す

る
と
い
う
想
定
。
先
生
た
ち
が
さ

す
ま
た
な
ど
で
不
審
者
に
応
戦
す

る
間
に
児
童
ら
は
速
や
か
に
体
育

館
へ
と
避
難
。
署
員
の
迫
力
あ
る

演
技
に
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
防
犯
教
室
が
行
わ

れ
、
八
女
防
犯
協
会
指
導
員
ら

が
、
い
た
ず
ら
や
誘
拐
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か

な
ど
実
演
し
ま
し
た
。
最
後
に
防

犯
の
た
め
の
合
言
葉
「
イ
カ
の
お

す
し※

」
を
確
認
し
、
危
険
な
場
面

に
あ
っ
た
と
き
は
ど
う
す
る
の
か

再
確
認
し
ま
し
た
。

※
イ
カ
の
お
す
し　
「
い
か
な
い
」

「
の
ら
な
い
」「
大
声
で
さ
け
ぶ
」

「
す
ぐ
に
げ
る
」「
し
ら
せ
る
」



茶のくに 八女・奥八女の秋まつり

筑後スローフードフェスタ地域イベント
(右)昔ながらの方
法で、豆腐作りを
しました
(下)熱心にリース
を作る参加者

(上)地元の人に教わ
りながらそば打ち体
験しました
(下)わさび漬けを瓶
に詰めていきます

(上)ステージなどでは園児た
ちが元気いっぱいのダンスな
どが披露
(左)ぶつかりけいこの締めく
くりはちびっこ力士全員を相
手にしました

(左)八女矢の工房で
話を聞く参加者
(下)町家をのんびり
と散策する人たち

わらべの森
王国ランド・秋まつり

杣人になる一日

「
杣
人
に
な
る
一
日
」
を

11
月
７
日
㈰
、
矢
部

公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
そ
ば
打

ち
体
験
、
お
い
し
い
お

茶
の
入
れ
方
講
座
、
わ

さ
び
漬
け
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
昼
食
は
、「
杣

人
の
家
」
の
郷
土
料
理

（
そ
ば
、
山
菜
料
理
、
が
め
煮
な
ど
）

を
堪
能
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
初

め
て
の
体
験
に
大
喜
び
。
自
分
た
ち

で
打
っ
た
そ
ば
を
食
べ
て
、
矢
部
の

そ
ば
は
お
い
し
い
と
お
か
わ
り
さ
れ

る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
自
分
で
つ

く
っ
た
わ
さ
び
漬
け
を
土
産
に
、
矢

部
村
の
秋
を
感
じ
な
が
ら
、「
杣
人
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
一
日
」
に
皆
さ

ん
満
足
そ
う
で
し
た
。

「
わ
ら
べ
の
森
王
国
ラ
ン
ド
・
秋
ま
つ

り
」
が
10
月
31
日
㈰
、
わ
ら
べ
の
里

研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
バ
ス
ツ
ア
ー
と
現
地
集
合
で
、

72
人
が
参
加
。「
豆
腐
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・

石
窯
パ
ン
・
か
ず
ら
工
芸
」
体
験
と

田
舎
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
も
同
時
開
催
。

当
日
は
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
一

般
参
加
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
客
、
地
元

を
含
め
約
４
０
０
人
が
来
場
し
大
変

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
立
石
三
義
実
行

委
員
長
（
し
も
や
ま
和
楽
べ
会
々
長
）

は
、「
今
ま
で
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
う
れ

し
い
。
今
後
も
、
自
分
た
ち
自
身
が

楽
し
み
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
活
動
を
継
続
し
て
行
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

八
女
黒
木

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

白
壁
ギ
ャ
ラ
リ
ー

福
島
地
区
で
11
月
３
日
㈷
か
ら
７
日

㈰
ま
で
八
女
福
島
白
壁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元
の
若
手
商

店
主
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
も

の
で
、
白
壁
の
町
並
み
を
散
策
し
な
が

ら
、
昔
な
が
ら
の
商
店
や
伝
統
工
芸
な
ど

を
見
学
・
体
験
す
る
も
の
で
す
。
今
年

は
全
部
で
61
の
店
や
工
房
な
ど
が
参
加
。

初
の
試
み
で
人
気
だ
っ
た
の
が
、「
昔
の

お
嬢
様
展
」。
土
橋
市
場
の
ス
ナ
ッ
ク
の

マ
マ
さ
ん
た
ち
の
若
い
こ
ろ
の
写
真
を
等

身
大
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
た
も
の
で
、

見
学
し
た
人
た
ち
は
昔
話
に
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。「
昔
懐
か
し
い
お
店
が
い
っ

ぱ
い
で
、
心
が
和
み
ま
す
」
と
、
見
学
し

た
人
た
ち
は
の
ん
び
り
と
秋
の
一
日
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

八
女
黒
木
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
11
月

7
日
㈰
、
駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
中
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
一
番
の
人
気
は
高
見
盛
関
。

会
場
に
到
着
す
る
と
も
ち
つ
き
、
も
ち
ま

き
、
ち
び
っ
こ
力
士
と
の
ぶ
つ
か
り
け
い

こ
と
高
見
盛
関
の
周
り
に
は
、
ひ
と
き
わ

大
き
い
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ぶ
つ
か
り
け
い
こ
で
は
、
本
場
所
さ
な
が

ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
ろ
ん
な
表
情

を
見
せ
て
は
観
客
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
歌
や
ダ
ン

ス
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
物
産
展
会

場
で
は
、
特
産
物
を
買
い
求
め
る
多
く
の

人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

茶のくに 八女・奥八女の秋まつり
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お
知

ら
せ

⃝
日
時
＝
12
月
23
日
㈷
11
時
～

⃝
会
場
＝
い
わ
井
（
八
女
市
津
江
）

⃝
参
加
資
格
＝
43
歳
ま
で
の
独
身

男
女
（
男
性
20
人
、
女
性
20
人
）

⃝
参
加
費
＝
３
５
０
０
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
・
５

９
０
０
）※
受
付
11
時
～
18
時
、月・

火
曜
定
休
日
、
八
女
文
化
会
館
内

★
結
婚
希
望
者
の
登
録
受
け
付
け

て
い
ま
す
。初
婚・再
婚
問
い
ま
せ
ん
。

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
室

内
用
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、ソ

フ
ト
バレ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど

⃝
日
時
＝
12
月
11
日
㈯
・
25
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
♪

⃝
期
日
＝
12
月
22
日
㈬
19
時
～

⃝
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

⃝
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
一
般
）、

３
０
０
円
（
会
員
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
局
※
総

合
体
育
館
内
（
☎
２
４・１
３
４
０
）

 

初
心
者
の
人
も
大
歓
迎
で
す
！

⃝
日
時
＝
12
月
23
日
㈷
12
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

⃝
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
一
般
）、

３
０
０
円
（
会
員
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
局
※
総

合
体
育
館
内
（
☎
２
４・１
３
４
０
）

⃝
日
時
＝
12
月
19
日
㈰
宮
野
公
園

に
集
合
、
９
時
出
発
※
小
雨
決
行
、

強
雨
時
は
12
月
26
日
㈰

⃝
コ
ー
ス
＝
宮
野
公
園
～
矢
原
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
往
復
７
キ
ロ
）

⃝
参
加
費
＝
１
５
０
円
※
会
員
無
料

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
久
木
原
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
９
６
）

　　
シ
イ
タ
ケ
５
０
０
グ
ラ
ム
の
お
土

産
付
き
（
お
子
様
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
）。
昼
食
は
シ
イ
タ
ケ
御
膳
を
用

意
し
ま
す
。
先
着
20
人
募
集
。

⃝
日
時
＝
12
月
19
日
㈰
10
時
～
13
時

30
分
※
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
に
集
合

⃝
参
加
費
＝
大
人
２
５
０
０
円
、

小
学
生
以
下
２
千
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ほ
た
る

と
石
橋
の
館
（
☎
５
４
・
２
１
５
０
）

　
和
紙
の
縁
起
物
人
形
・
福
う
ち

わ
を
製
作
し
ま
す
。
定
員
25
人

⃝
日
時
＝
12
月
11
日
㈯
10
時
～
12
時

⃝
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
参
加
費
＝
３
千
円
（
材
料
込
み
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
久
留
米
絣
の
重
要
な
工
程
を
親

子
で
体
験
し
、
３
日
間
で
製
作
し

ま
す
。
参
加
無
料
。

⃝
日
時
・
内
容
・
場
所
＝
▽
１
月
９

日
㈰
／
歴
史
と
手
く
く
り
／
広
川

町
産
業
展
示
会
館
▽
１
月
23
日
㈰

／
藍
染
／
広
川
町
森
山
工
房
▽
２
月

６
日
㈰
／
手
織
り
／
広
川
町
産
業

展
示
会
館
※
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

⃝
対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
10
組

※
12
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス（
住
所・参
加
者
名・学
年・

連
絡
先
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留

米
市
文
化
財
保
護
課
（
☎
０
９
４

２
・
３
０
・
９
２
２
５
、
P
０
９
４

２
・
３
０
・
９
７
１
８
）

　
平
成
22
年
度
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
認
定
。

特
技
・
資
格
を
生
か
し
た
も
の
や
自

分
で
作
っ
た
も
の
を
販
売
す
る
な
ど
、

週
末
や
空
い
た
時
間
に
低
資
金
・
低

リ
ス
ク
で
起
業
で
き
る
起
業
の
仕
方

な
ど
を
学
ぶ
講
座
。
や
っ
て
み
た
い

こ
と
が
あ
る
人
も
、
何
を
や
る
か
決

ま
っ
て
い
な
い
人
で
も
大
丈
夫
。
プ

チ
起
業
の
第
一
歩
と
し
て
、
３
月
20

日
の
イ
ベ
ン
ト
の
出
展
を
目
指
し
て

学
ん
で
い
き
ま
す
。
受
講
料
３
千
円

⃝
日
時
＝
１
月
19
日
～
毎
週
水
曜

日
全
７
回
。
19
時
30
分
～
21
時
30

分
。
最
終
回
は
３
月
20
日
㈰
１
日

イ
ベ
ン
ト

⃝
場
所
＝
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧

八
女
市
中
央
公
民
館
）

⃝
内
容
＝
①
プ
チ
起
業
っ
て
？
（
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
②
自
分

を
知
る
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
・

心
理
ゲ
ー
ム
）
③
事
業
計
画
の
た

て
方
④
～
⑥
事
業
計
画

⃝
申
し
込
み
＝
川
口
さ
ん
（
☎
０
８

０
・
３
５
７
６
・
１
２
９
３
）

　
講
師
に
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
谷

川
真
理
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。
無
料
。

⃝
日
時
＝
12
月
８
日
㈬
15
時
～

⃝
場
所
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

⃝
内
容
＝
講
演
会
・
演
題
「
忍
耐
は

苦
し
い
け
れ
ど
も
そ
の
実
は
甘
い
」

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
市
教
育
委
員

会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　
参
加
無
料
。
12
月
６
日
㈪
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
12
月
10
日
㈮
14
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
八
女
総
合
庁
舎
（
本
村
）

⃝
内
容
＝
思
春
期
の
こ
こ
ろ
～
ひ
き
こ

も
り
・
不
登
校
を
考
え
る
。
漢
方
精

神
科
の
治
療
現
場
か
ら
～
久
留
米
大

八
女
筑
後
地
区
学
校
保
健
会

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

正
月
飾
り
・
福
う
ち
わ
作
り

久
留
米
絣
体
験
教
室

プ
チ
起
業
講
座

思
春
期
精
神
保
健
講
演
会

き
の
こ
狩
り
ツ
ア
ー
ｉｎ
上
陽

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

Ｓサ

ウ

ス

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ　
ク
リ
ス

マ
ス
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
囲
碁
大
会

43
歳
ま
で
の
昼
食
会

星野焼の江戸中期から明治初期の逸品を
展示します。
⃝会場＝古陶星野焼展示館（星野村）
⃝期間＝12 月26日㈰まで※火曜日休館
⃝開館時間＝ 9 時～ 17 時
⃝入場料＝大人 200 円、高校生 100 円、
小中学生 50 円※土曜日は小中学生無料
⃝問い合わせ＝同館（☎ 52・3077）　

たくさんの参加お待ちしています。
⃝期日＝平成２３年１月３０日㈰
⃝申込締切＝12 月19 日㈰ 17 時
までに八女市総合体育館へ
⃝問い合わせ＝同館（☎ 24・１２３０）

石
橋
星
峰
庵 

茶
陶
展

12
／
26
ま
で 

古
陶
星
野
焼
展
示
館

参加者
募集

やめ・茶の香マラソン大会

講
演
・
研
修
会

参加
無料
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学
医
学
部
・
恵
紙
英
昭
准
教
授

⃝
申
し
込
み
＝
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
１
７
６
）
※
先
着
順

　
参
加
無
料
。
12
月
３
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
12
月
８
日
㈬
14
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎

⃝
内
容
＝
「
強
皮
症
・
皮
膚
筋
炎
・

多
発
性
筋
炎
の
治
療
に
つ
い
て
」

久
留
米
大
学
病
院
助
教
・
海
江
田

信
二
郎
さ
ん

⃝
申
し
込
み
＝
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・

７
２
・
２
６
１
０
）　

　
妊
娠
中
、
子
育
て
中
の
人
な
ど
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
12
月
27
日
㈪
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
２
月
８
日
㈫
10
時
30
分
～

15
時
30
分

⃝
場
所
＝
柳
川
市
あ
め
ん
ぼ
セ
ン
タ
ー

⃝
内
容
＝
講
演
「
子
ど
も
の
生
活
と

メ
デ
ィ
ア
」
九
州
大
谷
短
期
大
学

原
陽
一
郎
准
教
授
、
活
動
発
表
等

⃝
申
し
込
み
＝
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議（
☎
０
９
２・６
４
３・６
０
０
１
）

⃝
応
募
要
件
＝
八
女
市
内
居
住
者

か
通
勤
可
能
な
人
で
、
司
書
の
資

格
を
有
す
る
人
（
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
者

含
む
）。
ま
た
は
、
公
共
図
書
館
で

３
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

⃝
募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝
勤
務
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館

⃝
職
種
＝
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
お
よ
び
行
事
の
企
画
・
運
営

⃝
提
出
書
類
＝
職
員
任
用
候
補
者

試
験
申
込
書
（
履
歴
書
兼
用
）、
資

格
証
明
書
（
写
し
）

⃝
受
付
期
間
＝
12
月
７
日
㈫
～
28

日
㈫
※
持
参
の
場
合
月
曜
を
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
28
日
㈫
必
着

⃝
選
考
＝
書
類
審
査
、
作
文
・
面
接

⃝
試
験
日
＝
１
月
16
日
㈰

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事

務
局
（
市
立
図
書
館
内
☎
２
２
・

２
５
０
４
）

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
募
集
区
分
・
採
用
予
定
数
＝

▽
看
護
師
Ａ
（
昭
和
26
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
有
資
格
者
）
５

人
※
公
立
八
女
総
合
病
院
勤
務

▽
看
護
師
Ｂ
（
昭
和
26
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
有
資
格
者
）
２

人
※
緩
和
ケ
ア
病
院
勤
務

▽
看
護
師
Ｃ
（
昭
和
26
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
資
格
取
得
見
込
者
）

５
人
※
公
立
八
女
総
合
病
院
勤
務

⃝
試
験
日
＝
１
月
18
日
㈫

⃝
申
込
期
限
＝
12
月
27
日
㈪
ま
で

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
企
業
団
総
務

課
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　
離
転
職
者
で
再
就
職
希
望
者
対

象
。
受
験
料
・
授
業
料
無
料
※
教

科
書
代
等
実
費
。
入
校
願
書
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

⃝
訓
練
科
＝
パ
ソ
コ
ン
中
級
科
（
３

か
月
過
程
、
定
員
25
人
）

⃝
募
集
期
間
＝
12
月
21
日
㈫
ま
で

⃝
試
験
日
＝
１
月
７
日
㈮

⃝
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
、
面
接

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
久
留
米
高

等
技
術
専
門
校
（
☎
０
９
４
２
・

３
２
・
８
７
９
５
）

　
平
成
23
年
３
月
中
学
以
上
の
新
卒

者
対
象
。
１
年
訓
練
。
受
験
料
・
授

業
料
は
無
料
※
教
科
書
代
等
実
費
。

⃝
募
集
科
目
・
人
員
＝
▽
機
械
技
術

科
・
10
人
▽
溶
接
技
術
科
・
10
人

⃝
募
集
期
間
＝
１
月
18
日
㈫
ま
で

⃝
試
験
日
＝
２
月
３
日
㈭

⃝
選
考
方
法
＝
学
科
試
験
（
国
語
・

数
学
）、
適
性
検
査
、
面
接

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
大
牟
田
高

等
技
術
専
門
校
（
☎
０
９
４
４
・

５
４
・
０
３
２
０
）

　
北
九
州
市
若
松
区
の
福
岡
障
害

者
能
力
開
発
校
で
は
、
平
成
23
年

度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
募
集
科
（
定
員
）＝
▽
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
製
図
科
⒇
▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

⒇
▽
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
⒇
▽
Ｏ
Ａ
ビ

ジ
ネ
ス
科
⒇
▽
福
祉
環
境
科
⒇
▽

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
㉕
（
音
声
パ
ソ

コ
ン
訓
練
⑸
）
▽
総
合
実
務
科
⒇

⃝
訓
練
期
間
＝
１
年
※
プ
ロ
グ
ラ
ム

設
定
科
の
み
２
年

⃝
応
募
資
格
＝
身
体
障
害
者
手
帳
保

持
者
か
取
得
可
能
な
人
※
総
合
実
務

科
は
療
育
手
帳
所
持
者
ま
た
は
知
的

障
害
者
の
判
定
書
提
出
可
能
な
人

⃝
応
募
締
切
＝
１
月
７
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校（
☎
０
９
３・
７
４

１・
５
４
３
１
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

強
皮
症
・
皮
膚
筋
炎
講
演
会

乳
幼
児
教
育
研
修
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八
媛
職
員

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

障
害
者
の
職
業
訓
練
生

　八女市では、「第６次八女市行政改革大
綱」の策定を進めています。行政改革大綱
とは、効率的な自治体経営の確立と市民サー
ビスを向上するための指針となるものです。
現在進めています「第５次八女市行政改革
大綱」は平成 22 年度で終了しますが、引
き続き行財政改革を推進していく必要性か
ら平成 23 年度以降の新たな大綱を策定し
ます。この度、素案がまとまりましたので、
皆様からの意見を募集します。よりよい大
綱とするために、ご意見をお寄せください。
⃝募集期間＝12 月１日㈬～１月４日㈫
⃝素案の設置場所＝本庁舎行財政改革推進
課、八女市ホームページ内
http://www.city.yame.fukuoka.jp/
⃝意見の提出方法＝閲覧場所に設置してい
る所定の用紙（または、任意の様式）に住
所・氏名・連絡先・大綱案への意見を明記
し、持参または郵送、ＦＡＸ、電子メールで
提出してください。※住所や氏名、連絡先
がないものは無効となります。
⃝提出先・連絡先＝行財政改革推進課行政
経営係

《住所》　〒８３４‐８５８５
八女市本町６４７番地

《電話》２３・１３４６
《ファクス》２２・２１８６
《電子メール》gyozaisei@city.yame.lg.jp 
※件名に「行政改革大綱への意見」と明記
してください。

第６次八女市行政改革大綱（案）への意見を
募集

福岡県製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製
造業最低賃金

（※1時間）

８２４円
福岡県電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金 ７８２円

福岡県輸送用機械器具製造業最低賃金 ８０５円
福岡県百貨店，総合スーパー最低賃金 ７５５円
福岡県自動車（新車）小売業最低賃金 ７９７円

福岡県特定（産業別）最低賃金の改定
効力発生は平成 22 年 12 月10日。下記に該当しない場
合は福岡県最低賃金（1時間 692 円）が適用されます。

⃝問い合わせ＝八女労働基準監督署（☎ 23・2121）
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母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦
対

象
。
い
ず
れ
も
受
講
料
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
自
己
負
担
）、託
児
有
り
。

申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
に
も
あ
り
ま
す
。

▽
久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
開
催
分

①
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ｓ
検
定
講
座
（
15

人
募
集
）

⃝
期
日
＝
１
月
12
日
～
14
日
、
18

日
～
20
日
、
25
日
～
28
日
の
10
日

間
（
９
時
30
分
～
16
時
）

⃝
締
切
＝
12
月
20
日
㈪

⃝
申
し
込
み
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
久
留

米
市
東
町
42
―
14
ワ
カ
ナ
ス
テ
ー

ト
ビ
ル
４
階
）
へ
直
接
持
参

（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
２
６
２
６
）

②
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
各

回
10
人
募
集
）

⃝
開
催
日
＝
12
月
21
日
㈫
、
１
月

18
日
㈫
、
２
月
15
日
㈫
、
３
月
15

日
㈫

⃝
開
催
場
所
＝
え
ー
る
ピ
ア
久
留

米
（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
）

▽
県
母
子
寡
婦
福
祉
会
開
催
分

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
（
20
人
募
集
）

⃝
期
日
＝
１
月
25
日
～
28
日
の
４

日
間
（
９
時
30
分
～
16
時
30
分
）

⃝
締
切
＝
１
月
５
日
㈬

②
パ
ソ
コ
ン
中
級
（
20
人
募
集
）

⃝
期
日
＝
２
月
８
日
～
17
日
の
毎

火
・
水
・
木
６
日
間
（
９
時
30
分

～
16
時
30
分
）

⃝
締
切
＝
１
月
25
日
㈫

⃝
開
催
場
所
・
申
し
込
み
＝
春
日

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　
県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校
で
は
、

見
え
に
く
さ
で
お
困
り
の
お
子
様

の
「
幼
稚
部
体
験
保
育
」「
０
歳
か

ら
大
人
ま
で
の
教
育
相
談
・
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

幼
稚
部
体
験
保
育

⃝
日
時
＝
12
月
14
日
㈫
～
17
日
㈮
、

９
時
30
分
～
13
時
30
分
（
受
付
９

時
～
）

⃝
内
容
＝
体
験
保
育（
幼
児
対
象
）、

学
校
説
明
会
（
保
護
者
対
象
）

⃝
対
象
＝
見
え
に
く
さ
で
お
悩
み
の

２
歳
～
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お

子
様

⃝
持
参
品
＝
上
靴
、歯
磨
き
セ
ッ
ト
、

コ
ッ
プ
、
エ
プ
ロ
ン
、
弁
当
な
ど

⃝
受
付
締
切
＝
12
月
８
日
㈬

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３
）

　
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

会
社
更
生
の
法
的
手
続
き
中
で
あ

る
大
手
消
費
者
金
融
「
武
富
士
」

と
の
取
引
を
行
っ
て
い
る
人
、
ま
た

は
過
去
に
取
引
を
し
た
人
の
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
平
日
毎
日
18
時
～
20
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

⃝
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
４
・

９
５
０
５

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の

会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
）

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
1
月
利
用
者
の
会
》

⃝
期
日
＝
12
月
18
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、南
中
）▽
15
時
45
分
～（
忠

見
小
、
川
崎
小
、
北
川
内
小
、
見

崎
中
、
上
陽
中
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
べ
ん
が
ら
村
で
は
毎
月
第
１
・

３
月
曜
日
（
12
月
は
６
日
と
20
日
）

に
温
泉
の
大
人
料
金
６
０
０
円
を

５
０
０
円
に
、
70
歳
以
上
４
０
０

円
を
３
５
０
円
に
て
ご
奉
仕
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、
べ
ん
が
ら
村
の
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
８
は
八
女
の
日
べ
ん
が
ら

の
日
と
し
て
毎
月
８
日
と
風
呂
の

日
の
26
日
に
通
常
料
金
で
ご
入
浴

の
人
に
は
半
額
入
湯
券
２
枚
進
呈
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
べ
ん
が
ら
村

（
☎
２
４
・
３
３
３
９
）

　この度、遺族が年金として受給する
生命保険金のうち、相続税の課税対
象となった部分については、所得税の
課税対象にならないとする最高裁判所
の判決がありました。そこで、このよう
な年金に係る税務上の取り扱いを改め
ることとしましたので、お知らせします。
　これにより、平成 17 年分から平成
21年分までの各年分について所得税
が納め過ぎとなっている人につきまし
ては、その納め過ぎとなっている所得
税が還付となります。お手数をおかけ
しますが、必要な手続き（更正の請求
または確定申告など）をしていただき
ますようお願いします。
　この取り扱いの変更の対象となる人
や所得税の還付の手続きについては、
国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】
をご覧いただくか、最寄りの税務署に
お問い合わせください。
※平成 17 年分について、早い人は平
成 22 年 12 月末が還付できる期限と
なりますので、お早めの手続きをお願
いします。
※受け取られた年金の受給権が相続
税や贈与税の課税対象となる場合は、
実際に相続税や贈与税の納税額が生
じなかった人も対象となります。
⃝八女税務署（☎２３・５１９１）

　州新幹線全線開業記念イベント福岡県実行委
員会では、開業イベントキャンペーンとして「ふ

くおか四都まちめぐり」を展開中です。その一環とし
て、開業予定の筑後地方の 3 駅（久留米・筑後船小屋・
新大牟田）の周辺地区を対象にした地域ワークショッ
プを予定しています。実施にあたり、3 駅周辺地区に
ついて在住者を中心に「名所」「食」「祭り」などの

「私のとっておき」を募集します。応募いただいた人
から抽選で 10 人に、九州新幹線グッズなどをプレゼ
ントします。皆様から応募いただいた「とっておき」
は、地域ごとに集計しそれぞれで開催予定されてい
るワークショップでの参考にさせていただきます。
⃝応募方法＝「私のとっておき」と最寄り駅（久
留米・筑後船小屋・新大牟田）、住所・氏名・年
齢を記入しはがきで応募（〒 810 － 8721西日本
新聞社ソーシャル事業部「私のとっておき」係）
または四都まちめぐりＨＰ（http://www.kyushu-
shinkansen.jp/）の応募ホームより応募
⃝締切＝12 月10日㈮※はがき消印有効
⃝問い合わせ＝同社イベントサービス営業部
　（☎０９２・７１１・５４９１）

相続または贈与等に係る生命保険契
約や損害保険契約等に基づく年金の
税務上の取り扱いの変更について

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習

柳
河
特
別
支
援
学
校
教
育
相
談

武
富
士
破
た
ん
に
伴
う
電
話
相
談

小
中
学
校
体
育
施
設
利
用

べ
ん
が
ら
村
お
客
様
感
謝
デ
ー

まちめぐり♪
ふくおか四都

九

「わがまち・ふるさとの

とっておき」募集
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◦12 月16日（※12/6 予約開始）、1月
　6日（※12/27 予約開始）相談日はい
　ずれも木曜日13 時～16 時／法務局
　八女支局　※要予約☎２３・２６０３
◦12 月10 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館※要予約☎ 23・0294
◦12 月17 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※要予約☎４２・２１３１
◦12 月 24 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※要予約☎５４・３００３
◦ 12 月 17 日㈮ 10 時～ 12 時／八女
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館※要予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分  
　／八女市役所消費生活相談室
　　☎２３・１１８３
男女共同参画推進支援委員相談
◦12 月9日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
　／男女共同参画・生涯学習課
　※要予約☎２３・１３１４
女性相談
◦12 月20日㈪９時～12時 / 働く婦人の家
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦12 月21日㈫ 10 時～11時 / 黒木総合支所
なんでも人権相談
◦12 月10日㈮13時～16時／社会福祉会館
◦12 月10 日㈮ 13 時～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦12 月 9 日㈭ 13 時～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦12 月 8 日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター（立花）
◦12月8日㈬13時～16時／星野支所（星野）

◦12 月7日㈫ 13 時～16 時／矢部公民館
行政相談
◦12 月2日㈭13 時～16 時／社会福祉会館
◦12 月13日㈪ 13 時 30 分～ 16 時／
　地域福祉センター（上陽）
◦12 月1日㈬、15日㈬ 9 時 30 分～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦12月15日㈬９時～12時／立花市民センター
◦12 月7日㈫13 時～16 時／矢部公民館
◦12 月8日㈬10 時～15 時／星野支所
司法書士相談
◦12 月10 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦12 月17 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談
◦ 12 月 1 日 ㈬、15 日 ㈬ 13 時 30 分
　～ 16 時／社会福祉会館
◦ 12 月 8 日㈬、22 日㈬ 13 時 30 分
　～ 16 時／地域福祉センター（上陽）
◦12 月1日㈬、15日㈬ 9時 30 分～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦12 月8日㈬、22日㈬９時 30 分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
税務相談
◦12月13日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
◦12月15日㈬10時～15時／商工会議所
不動産相談
◦12月22日㈬13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談
◦12月20日㈪13時30分～16時30分／
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談
◦12 月21日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 102 会議室
◦12 月 9 日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦12 月10日㈮・21日㈫ 10 時～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦12 月 7 日㈫・21日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）

◦12 月9日㈭11時～12 時／矢部公民館
◦12 月22日㈬10 時～12 時／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時／市役所内
　※要予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時／黒木総合
　支所※要予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）要予約☎0944・72・2176
エイズ検査とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）（☎ 0944・72・2812）

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会（☎092・713・7318）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8 時 30 分～17 時15 分／南筑後保
健福祉環境事務所（☎ 0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担
保相談（武富士破たんに伴う電話相談）
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～ 20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

無料法律相談

その他の相談
電 話 相 談

相談はお気軽にどうぞ

◦固定資産税（第3期）
◦国民健康保険税・介護保険料（第6期）
◦後期高齢者医療保険料（第6期）
◦市営住宅家賃◦保育料◦水道料金
◦下水道使用料◦下水道受益者負担金
◦農業集落排水施設使用料

納期限・口座振替日は12月27日（月）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。納期限内の納付に
ご協力ください。遅れると延滞金が加算されることがあります。
※納付書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

12
月
に

納
め
る
も
の

火災出火件数     1件 （  30件）
救急出動件数 223件  （2,522件）
救急搬送人数 217人 （2,418人）

発生件数 35件 （439件）
傷　　者 41人 （541人）
死　　者 0人 （3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 70,411  (- 15)
男 33,170  (- 18)
女 37,241  (- 17)

世帯数 23,888  (+- 0)
　※（　）内は前月比

出生 53 人 転入 108人
死亡 55 人 転出 121人

▼ 10 月の交通事故の状況

▼ 10 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（11月1日現在）

▼ 10 月の異動



▼
11
月
は
お
相
撲
さ
ん
に
縁
が
あ
っ

た
。
高
見
盛
関
と
市
出
身
力
士
の
皆

さ
ん
。小
さ
い
頃
か
ら
列
の
先
頭
に
並

ん
で
い
た
私
に
と
っ
て
、
間
近
に
み
る

力
士
の
体
の
大
き
さ
に
は
圧
倒
さ
れ

ま
す
。
九
州
場
所
で
は
い
い
成
績
を

お
さ
め
て
く
だ
さ
い
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
八
女
杉
、竹
炭
、石
灯
籠
、八
女
和

紙
、久
留
米
絣
、イ
草
、貝
殻
し
っ
く
い

な
ど
、矢
部
川
流
域
は
資
源
の
宝
庫
。

こ
の
豊
か
な
恵
み
を
利
用
し
て
住
宅
を

建
て
た
り
家
具
を
作
っ
た
り
な
ど
の
取

り
組
み
が
、と
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
始
まって

い
ま
す
。森
林
荒
廃
が
大
き
な
問
題
と

なっ
て
い
ま
す
が
、杉
の
学
名
は
「
ク
リ

プ
ト
メ
リ
ア
ジ
ャ
ポニ
カ
」と
言
って
、隠

さ
れ
た
日
本
の
財
産
と
い
う
意
味
だ

そ
う
。こ
の
財
産
を
ど
う
生
か
し
て
い

く
の
か
、広
大
な
森
林
面
積
を
持
つ
八

女
地
域
の
大
き
な
課
題
で
す
。（Ｋ
・Ｓ
）

広報

市民とともに　
～伝統と躍動の未来都市～

※この広報紙は環境にやさしい再生紙、大豆油インクを使用しています

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp

♬放送時間＝毎週土曜日 9:30～9:55　♬放送時間＝エフエム福岡 82.1mhz（久留米中継局） 茶のくに
八女は楽しい♬

♪

満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の７日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着
順となります。写真はお返ししていません。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

四季の会

お菓子も手作りの

おススメ
♥

観光振興課 しば

た

●茶の文化館　開館時間／ 10時～ 17時　休館
日／火曜(5・8月は無休)　入館料／大人 500円・
小学生 300円(しずく茶か抹茶のお茶券付)※団体
割引(15人以上)　●星野茶

さりょう

寮(食事処)　時間／11
時～ 16時 茶寮御膳 1200円(要予約)　茶そばセッ
ト 800円など　●体験メニュー　抹茶ひき体験
／ 1500円　お茶の淹れ方教室／ 500円など　※
抹茶ひき体験以外は要予約(5人以上)　●茶室利
用(要予約)　茶道具の貸出可　●問い合わせ＝茶
の文化館(☎52・3003 N52・3002)　Shttp://
www.hoshinofurusato.com/　週刊★星野村ブロ
グ　http://hoshinofurusato.blog.ocn.ne.jp/

牛嶋 紀
の り か

歌ちゃん

Ｈ21年12月1日生（忠見）

天
使
＆
小
悪
魔
な
奏
満
兄
ち
ゃ
ん

に
続
き
お
て
ん
ば
娘
の
紀
歌
登
場

‼
に
ぎ
や
か
バ
ン
ザ
イ
‼

山口 凛ちゃん

Ｈ21年12月1日生（忠見）

お
め
で
と
う
♡
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お

姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ

て
ね
♡

牛島 実
み の り

祈ちゃん

Ｈ21年12月2日生（井延）

み
の
り
は
家
族
み
ん
な
の
元
気
の
素
‼

12
月
か
ら
幼
稚
園
頑
張
ろ
う
ね
♡

原島 允
の ぶ き

毅ちゃん

Ｈ21年12月3日生（矢部）

★
祝
★
１
歳
★　

い
つ
も
元
気
な
允
毅
く
ん
、
強
く

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

坂田 虎
と ら い

偉ちゃん

Ｈ21年12月4日生（平田）

祝 

１
歳
。
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ

て
ね
！

尾畑 匠
た く み

望ちゃん

Ｈ21年12月5日生（本）

匠
ち
ゃ
ん
♡
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
。
笑
顔
で
み
ん
な
を
な
ご
ま
せ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

北原 慶
け い と

杜ちゃん

Ｈ21年12月9日生（鵜池）

甘
え
ん
坊
の
慶
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
い

つ
ま
で
も
仲
良
く
♡

葉山 直
な お き

輝ちゃん

Ｈ21年12月9日生（本町）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ね
！

原 康
こうせい

誠ちゃん

古賀 柊
しゅうのすけ

乃介ちゃん

宮園 亜
あ き

姫ちゃん

中村 煌
きらり

ちゃん

重松 承
じょうたろう

太郎ちゃん

森田 律
りつ

ちゃん 七字 葵
あおい

ちゃん

山口 ももちゃん

松尾 星
せいこう

幸ちゃん 深町 愛
い ぶ

夢ちゃん 平井 直
な お た ろ う

太朗ちゃん

大隈 美
み れ い

怜ちゃん

Ｈ21年12月9日生（白木）

Ｈ21年12月15日生（吉田）

Ｈ21年12月28日生（本分）

Ｈ21年12月14日生（忠見）

Ｈ21年12月28日生（吉田）

Ｈ21年12月12日生（緒玉） Ｈ21年12月1１日生（本）

Ｈ21年12月9日生（岩崎）

Ｈ21年12月24日生（岩崎） Ｈ21年12月24日生（蒲原） Ｈ21年12月24日生（吉田）

Ｈ21年12月18日生（忠見）

好
奇
心
旺
盛
の
康
ち
ゃ
ん
。

す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

柊
乃
介
、
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡
愛
し
て
る
よ
♡

１
歳
お
め
で
と
う
♡

ね
え
ね
と
仲
良
く
、か
わ
い
い
笑

顔
を
絶
や
さ
な
い
で
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。い
つ
も

元
気
な
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。

承
太
郎
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

大
き
く
な
っ
て
お
父
さ
ん
と
ラ
ー

メ
ン
食
べ
行
こ
う
‼

と
っ
て
も
や
ん
ち
ゃ
な
律
。

こ
れ
か
ら
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
ね
☆

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
遊
ん
で
ね
。

１
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
‼

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
明
る
く
元
気
に

育
っ
て
ネ
♡

祝
☆
我
が
家
の
ス
タ
ー
☆
可
愛
い

笑
顔
は
元
気
の
も
と
‼
も
っ
と
大

き
く
な
あ
れ
♡

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
愛
夢
く

ん
♡
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て

ね
♡

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
直
ち
ゃ
ん
。

み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。

10
か
月
で
歩
き
始
め
た
元
気
な
美

怜
。
い
つ
も
笑
顔
で
家
族
の
宝
物

で
す
。

おたんじょうびおめでとう

“
お
茶
”
を
テ
ーマ
に
し
た
全
国
的

に
も
珍
し
い
施
設
が
星
野
村
の
「
茶

の
文
化
館
」。
平
成
６
年
に
オ
ー
プン

し
、
朝
霧
と
杉
木
立
を
イ
メ
ー
ジ
し

たユニ
ー
ク
な
建
築
様
式
の
茶
の
歴
史

や
文
化
を
紹
介
す
る
、
茶
の
情
報
発

信
基
地
で
す
。

わ
た
し
の一押
し
は
、こ
こ
で
し
か

味
わ
え
な
い
玉
露
の
飲
み
方
“
し
ず

く
茶
”。
ふ
た
付
き
の
茶
わ
ん
で
飲
む

１
煎
目
は
、
伝
統
本
玉
露
の
甘
み
、

う
ま
み
、
香
り
が
ぎ
ゅっ
と
凝
縮
さ
れ

た
ほ
ん
の
ひ
と
し
ず
く
。
今
ま
で
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
味
わ
い
が
口
の
中

に
ぱ
ぁ
～っ
と
広
が
り
ま
す
。
２
煎
目

か
ら
４
煎
目
ま
で
少
し
ず
つ
変
化
す

る
お
茶
を
楽
し
み
、
最
後
に
残っ
た
茶

葉
に
酢
じ
ょ
う
ゆ
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。お
茶
の
苦
み
と
甘
み
が
程
よ

くマッ
チ
し
絶
妙
な
味
わ
い
に
感
動
！

ま
た
、
し
ず
く
茶
と一緒
に
味
わ
え
る

可
愛
ら
し
い
和
菓
子
。こ
れ
は
地
元

の
和
菓
子
が
大
好
き
な
お
茶
農
家
の

女
性
で
結
成
さ
れ
た
“
四
季
の
会
”

の
メンバ
ー
に
よ
る
手
作
り
。四
季
折
々

の
豊
か
な
自
然
や
生
活
の
様
子
な

ど
を
ヒン
ト
に
生
み
だ
さ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
和
菓
子
は
、
今
で
は
１
５
０

種
類
を
超
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
予
約

を
し
て
お
け
ば
和
菓
子
づ
く
り
体
験

も
可
能
。
四
季
の
会
の
メンバ
ー
が
笑

顔
で
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、お
土
産
の
商
品
開
発

に
も
取
り
組
み
、
抹
茶
よ
う
か
ん
や

茶ち
ゃ
ー
む夢

（
抹
茶
ま
ん
じ
ゅ
う
）、
玉
露
ゼ

リ
ー
な
ど
が
商
品
化
さ
れ
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。
茶
の
く
に
八
女
の
お
土

産
と
し
て
も
おススメ
の
商
品
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
抹
茶
ひ
き
体
験
や
お

茶
の
淹
れ
方
教
室
、お
茶
の
種
類
を

飲
み
当
て
る
闘
茶
会
な
ど
楽
し
い
体

験
メニュー
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
自
分

な
り
の
お
茶
の
楽
し
み
方
を
探
し
に

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

※本ページ右下のサービス券を茶の文化館入館時
に持参されると入館料を２割引します。

茶の
文化
館

入館
料２
割引

H2
3.
１月
末

有
効
期
限

よ
か

茶
の
く
に　
　
　
　
　

　
　

と
こ
巡
り
◇５

お
茶
を
楽
し
む
、
茶
の
文
化
館

茶
の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

編
集
後
記


